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例　ݴ

１ 本書は、京都市下京区西七条北衣田町 37 −１番地で࣮施した、平安京右京七条二坊十二町跡・

西市跡・衣田町遺跡の発掘調査੒Ռ報告書である。（京都市番号　22)101）

２ 調査は、医療施設、商業施設および共同住宅の複合施設の建設に൐い࣮施した。

地調査は、平安ຒଂ文化財事຿所株式会社（代දऔ締໾　஑田ޫൟ）より株式会社文化財ݱ ３

サービス（以下、「文化財サービス」という）にҕୗされ、田邉貴教（文化財サービス）・

௰　७Ұ（特ఆඇӦར׆ಈ๏ਓ　平安京調査会）が୲౰した。

４ 調査期間はྩ࿨４年 12 月 19 日〜ྩ࿨̑年２月 21 日である。

̑ 調査面積は 325.2 ㎡である。

６ 本文・図中で࢖༻した地図は、京都市発行の都市ܭը基本図（ॖई１ɿ2
500）「ౡ原」

「西京ۃ」「中Տ原」「ക小࿏」を調整して࡞੒した。

̓ 本文・図中のํҐ・࠲ඪはੈքଌ地ܥによる。ඪߴは̩ . ̥ .（東京࿷平ۉւ面ߴ度）である。

̔ 土層名および出土遺物の৭調は、೶ྛ水࢈ল水ٕ࢈ज़会ٞ事຿؂ہमʰ৽版ඪ४土৭஽ʱに

४じた。

̕ 本書のࣥචは田邉が行い、編集は田邉、中西佳奈江（文化財サービス）が行った。

Өはࣸ๪ࡱӨは田邉が行い、出土遺物のࡱ地での記録ࣸਅݱ 10 ೇ՚堂（内田ਅࢯࢠل）にґཔした。

11 調査に܎るࢿྉは京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市ਪਐ室文化財อޢ՝がอ؅している。

12 発掘調査および整ཧ࡞業のࢀՃ者は、下記の通りである。

ʤ発掘調査ʥ 田中৻Ұ、上田ஐ໵、٢Ԭ૑平、中　༏࡞、ਗ਼須ܚଠ（以上、文化財サービス）、

業һ（株式会社京Χϯリ）࡞

ʤ整ཧ࡞業ʥ ଟլຎ໹、٢઒ֆཬ、৿下௚ࢠ、中　༏࡞、๬月ຑ༎、中西佳奈江、

৔উ༝ݹ、ࡊل୩ᚸ༝ඒ、野地ま͢Έ、神野いくΈ、上野恵ߕ、ݾ田य़奈、

下市沙໹߳、内຀໌඙、溝઒चथ（以上、文化財サービス）

13 出土遺物の年代؍は、平ඌ੓޾　「土師器ߟ࠶」h བ࢙　لڀݚཁ　第 12 号ʱެӹ財ஂ๏ਓ

京都市ຒଂ文化財ڀݚ所　2019 年

中ੈ土器ڀݚ会　৽版ʰ֓આ　中ੈの土器・陶磁器ʱਅཅ社　2022 年

にґった。

14 図 33 は西山ળ็寺、図 35・36 はָۃ山浄土寺のྃঝをಘてࡌܝした。

いたँײをいたͩいた。記してྗڠޚ、教ࣔޚ業において、下記のํから࡞地調査、整ཧݱ 15

しま͢。

（শུܟ）

ᅳ下ଟඒथ（ཾ୩େֶ）、ླ木ٱஉ（京都࢈業େֶ）、ڱ઒ਅҰ（େࡕେ୩େֶ）、

山本原໵（小野市教ҭҕһ会）、ਿ本ਔӬ（安阿弥寺住৬）、ָۃ山浄土寺、西山ળ็寺
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図版１ 遺構 １．１区第１面全景（東から）

  ２．１区第１面全景（西から）
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図版21 遺物 １．２区第３面　土坑077出土遺物（瓦質土器・須恵器）
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第ᶗষ　調査の経緯

１　調査に至る経緯（図１）
　調査地は京都市下京区西七条北衣田町37−１にҐஔ͢る。౰地においてέΠ・Ξーϧ・Πー株式

会社が医療施設、商業施設および共同住宅の複合施設の建設をܭըした。ͦのたΊ、京都市文化市

ຽہ文化ܳज़都市ਪਐ室文化財อޢ՝（以下、「文化財อޢ՝」という）が発掘調査をࢦಋした。こ

れをう͚て、平安ຒଂ文化財事຿所株式会社からҕୗをड͚、株式会社文化財サービス（以下、「文

化財サービス」という）が発掘調査を࣮施した。

２　調査の経ա（図２）
　調査は2022年12月19日よりݱ地࡞業にணखし、2023年２月21日に͢΂ての޻ఔをऴྃした。調

査区は文化財อޢ՝のࣔࢦにより、第１調査区（以下、「１区」）は東西18̼、南北7.4̼、第２調

査区（以下、「２区」）は東西15̼、南北12.8̼で設ఆした。面積は１区が133.2㎡、２区が192㎡、

。325.2㎡であるܭ

　１区の調査は、ۙݱ代の଄੒土とচ土層をॏ機によりআڈし、ͦの後ਓྗにより第１面のਫ਼査お

よび遺構検出を行ったが、ۙݱ代の溝と柱穴を２基֬ೝしたのΈͩった。第１面の記録࡞業࣮施

後、第１面の整地層をআڈし、第２面のਫ਼査および遺構検出を行った。ͦの݁Ռ、室町時代前期〜

中期の南北ํ޲の࡞ߞ溝と区ը溝を検出した。第２面の記録࡞業࣮施後、第２面の整地層をআڈ

し、第３面のਫ਼査および遺構検出を行った。ͦの݁Ռ、南北朝時代の区ը溝・礎石建物・柱列を検

出した。第３面の記録࡞業࣮施後、第３面の整地層をআڈし、第４面のਫ਼査および遺構検出を行っ

た。ͦの݁Ռ、平安時代末期〜鎌倉時代の区ը溝と南北ํ޲および東西ํ޲の࡞ߞ溝を検出した。

第４面は遺物をؚまͣ整地層では無いと൑断し、下層֬ೝとして調査区北側と西側を断ׂり掘削し

た。2023年１月27日にຒΊ໭し࡞業を行い、１区の調査はऴྃした。

図１　調査地位置図（１：2,500）

調査地

N

100ｍ０
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１．調査前（北東から） ２．１区重機掘削作業（東から）

図２　調査経過写真

３．１区遺構掘削作業（東から） ４．２区重機掘削作業（東から）

５．２区遺構掘削作業（南東から） ６．発掘現場一般公開での遺物展示状況

７．埋め戻し作業（南東から） ８．調査完了後（東から）
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　２区の調査は、１月28日よりۙݱ代の଄੒土と࡞ߞ土層、চ土層をॏ機によりআڈし、１区と

同༷に第１面の検出をࢼΈたが遺構のࠟ跡が見られͣ、また建物のఫڈのࡍの֧ཚで第１面の整

地層のେ෦分はࣦわれており、ٞڠの݁Ռ第２面まで掘削を行った。ͦの݁Ռ、東西ํ޲と南北ํ

し、第３面のਫ਼査おڈ業࣮施後、第２面の整地層をআ࡞溝を̔条検出した。第２面の記録࡞ߞの޲

よび遺構検出を行った。ͦの݁Ռ、南北朝時代の礎石建物２棟、土坑３基および区ը溝を検出し

た。第３面の記録࡞業࣮施後、第３面の整地層をআڈし、第４面のਫ਼査および遺構検出を行った。

ͦの݁Ռ、平安時代末期〜鎌倉時代の区ը溝・࡞ߞ溝・柱穴を検出した。第４面は遺物をؚまない

ことから整地層では無いと൑断し、下層֬ೝとして調査区西側と南側を断ׂり掘削した。２月20日

にຒΊ໭し࡞業を行い、２月21日に全ての࡞業をऴྃした。

　なお、ࣸਅࡱӨ機ࡐは、35ᶱϑϧサΠズのҰ؟ϨϑσδλϧΧϝϥ、35ᶱനࠇϑΟϧϜおよび

ΧϥーリόーサϧϑΟϧϜを࢖༻し、図面࡞੒にはखଌりによる࣮ଌ、τーλϧスςーシϣϯによ

る図化、ࣸਅଌྔをซ༻した。

ಋをड͚た。また、遺構検出ஈ֊およࢦ՝の検査およびޢ地調査においては、దٓ、文化財อݱ　

び掘削ஈ֊において、本調査の検ূ৹査һであるᅳ下ଟඒथࢯのݱ地࡯ࢹ・検ূをड͚、調査にର

͢るॿݴを௖いた。

３　ଌྔ基४఺の設ஔと地区ׂり（図３）
　ଌྔ基४఺は、734ଌྔにより調査地ෑ地内に̩.１、̩.２を設ஔし、ͦの２఺からτーλϧス

ςーシϣϯにより̩.３、̩.４を設ஔした。基४఺ଌྔの੒Ռは以下の通りである。

　̩.１　　̭ʹ-112
074.530̼　　̮ʹ-24
445.796̼　　̝ʹ20.909̼

　̩.２　　̭ʹ-112
061.289̼　　̮ʹ-24
448.216̼　　̝ʹ21.088̼

　̩.３　　̭ʹ-112
071.121̼　　̮ʹ-24
472.548̼　　̝ʹ21.040̼

　̩.４　　̭ʹ-112
085.237̼　　̮ʹ-24
457.142̼　　̝ʹ20.923̼

　検出遺構および出土遺物の؅ཧのたΊ、調査区にରして３̼άリοドを設ఆした。̮࣠にΞϧ

ϑΝϕοτを西から東に、̭࣠にΞϥビΞ਺ࣈを北から南にॱに෇し、྆者の૊Έ合わせで地区名

とした。

４　整ཧ࡞業・報告書࡞੒
業はࣸਅ、図面の整ཧと出土遺物࡞੒を行った。整ཧ࡞業および報告書࡞地調査ऴྃ後、整ཧݱ　

の整ཧをฒ行して࣮施した。遺物の整ཧはચ浄、઀合、࣮ଌ、τϨース、෮ݩ、ࣸਅࡱӨを行った。

報告書のࣥචは調査を୲౰した田邉貴教、編集࡞業は中西佳奈江が୲౰し、ͦのଞ整ཧ࡞業は౰社

社һが分୲して行った。
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図３　調査区地区割り・基準点配置図（１：250）
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第ᶘষ　Ґஔと؀境

１　Ґஔと؀境（図４）
調査地は平安京では右京七条二坊十二町の南西

෦にあたる。この町Ҭは北を北小࿏、南を七条େ

࿏、西を野寺小࿏、東を西ງ઒小࿏にғまれる。

また西市外町の西端にҐஔ͢る。西市は東市とと

もに平安京内にஔかれた׭Ӧの市で、h 日本ུلʱ

によると、Ԇྐྵ十三（794）年に平安京ભ都にઌ

ཱって長Ԭ京からҠ設された（１）。東西の市はͦれ

ͧれ「市町」が４町、ͦ の東西南北に෇ଐ͢る「外

町」が̔町の12ܭ町を઎Ίており、市࢘によって

౷ׅされていた。市は東市が月の15日まで、西市

が月の16日以降に։かれ、ͦれͧれの市でऔりѻ

う品がҟなっていた（２）。しかし、水は͚がѱい࣪

地ଳͩった右京Ҭのਰୀに൐い、西市も同༷にऐ

れていったとΈられ、ঝ࿨二（835）年に৽たに西市のઐച品を設͚（３）、ঝ࿨八年には西市北東の

ۭؓ地に「右坊城出ڍ銭所」を設ஔ͢るなͲのରࡦが行われたが（４）、ޮՌはなく西市はਰୀ、右京

Ҭが೶村化されるに൐い、西市も೶村化したものとΈられる。

　鎌倉時代になると、ݱ在と同じ「西七条」の地名がఆணしていたようで、「平Ո物ޠ」ר八に「北

ํなのΊならͣӻ、ٶい͟なͻまいらせて、西七条なる所まで出られたりしを」という記ड़がΈら

れる。江戸時代には西七条村はఱྖ、松ඌେ社ཱྀޚ所ྖ、ؠ倉Ոྖとなっている（̑）。

ம

 （１）　h 日本ུلʱԆྐྵ十三年七月Ұ日条

 （２）　h Ԇت式ʱ東西市࢘

 （３）　h ᠃日本後記ʱঝ࿨۝年十月二十日条

 （４）　h ᠃日本後記ʱঝ࿨۝年十月二十日条

 （̑）　下中๜඙「京都市の地名」h 日本ྺ࢙地名େ27ܥ 　ɦ平ຌ社　1979年

ݙ文ߟࢀ

 財ஂ๏ਓ　ݹ代ֶڠ会・ݹ代ֶڀݚ所ʰ平安京ఏཁ 　ɦ1994年

図４　平安京条坊図（１：80,000）
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ԟの調査（図̑・ද１）ط　２
　調査地पลではこれまでに発掘調査、ࢼ掘調査、ཱ会調査が࣮施されている。例として、右京七

条二坊十二町内において1997年に࣮施された右京七条二坊跡の発掘調査（23）では、平安時代か

ら鎌倉時代の柱穴・ࡤ・Ҫ戸・土坑・溝なͲを検出している。1977年の発掘調査（̑）では、平安

時代の柱穴・土坑・溝・Ҫ戸を、鎌倉時代〜室町時代の掘ཱ柱建物・柱穴・ࡤ・土坑・Ҫ戸౳を

検出している。

　右京七条二坊十Ұ町内では、1993年のཱ会調査（17）で平安時代のྲྀ࿏状遺構・北小࿏南側溝

が、1981年（19）、1983年（20）のཱ会調査で平安時代の࣪地とแؚ層が、2005年のࢼ掘調査（22）

で平安時代後期〜鎌倉時代の柱穴・土坑・溝・ྲྀ࿏が検出されている。

　西ງ઒小࿏の調査では、1984年の発掘調査（14）にて西ງ઒小࿏の東側溝とங地を検出したほ

か、平安時代後期〜室町時代の西ງ઒と૝ఆされるྲྀ࿏を検出している。
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表１　既往調査一覧表

調査Ґஔ 調査๏ 調査੒Ռ֓ཁ ݙ文ࡌܝ

1 七条Ұ坊十町 ཱ会 ໌࣏時代以前の௿࣪地。
「平安京右京七条Ұ坊」h ত࿨ 61 年
　度京都市ຒଂ文化財調査֓報 　ɦ
ຒ文1989　ݚ 年

2 七条Ұ坊十三町
（外町） ཱ会 平安時代の土坑。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・ཱ会調査報告
　ত࿨ 55 年度 京ɦ都市ຒଂ文化財
調査ηϯλー　1981 年

3 七条Ұ坊十二町 発掘 平安時代前期〜中期の掘ཱ柱建物・ࡤ・Ҫ戸・溝・土
坑・柱穴。北小࿏の南側溝。

「平安京右京七条Ұ坊十二町跡」h京
都市ຒଂ文化財ڀݚ所発掘調査報
告　2018-12 　ɦຒ文2019　ݚ 年

4 七条Ұ坊十三町
（外町） ཱ会 平安末期〜鎌倉時代の土坑。

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平
੒ 12 年度 　ɦ京都市文化市ຽہ　
2001 年

5
七条Ұ坊十三

町・二坊四・ޒ・
十二町

発掘

平安時代前期のҪ戸・溝・集石・柱穴・土坑・土器ཷ・
࿍跡。鎌倉時代〜室町時代の掘ཱ柱建物・ࡤ・Ҫ戸・
集石・柱穴・土坑。江戸時代の掘ཱ柱建物・Ҫ戸・柱
穴・土坑・མࠐΈ。遺物・平安時代前期のమᕥが෇ண
した土師器ᙈ・ഋ・皿。

「平安京右京七条Ұ・二坊、西市跡」
ʰত࿨ 52 年度　京都市ຒଂ文化財
調査֓ཁ 　ɦຒ文2011　ݚ 年

6 七条Ұ坊十四町
（外町） 発掘 平安時代前期〜中期の掘ཱ柱建物・ࡤ・Ҫ戸・溝・土

坑。西۳ਠ小࿏の西側溝。

「平安京右京七条Ұ坊」h 平੒̕年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1999　ݚ 年

7 七条Ұ坊十四町
（外町） 発掘 弥ੜ時代のํ形प溝墓・མࠐΈ。平安時代前期の掘ཱ

柱建物・Ҫ戸・溝。

「平安京右京七条Ұ坊十四町・衣田
町遺跡」h ত࿨ 55 年度　京都市ຒ
ଂ文化財調査֓ཁ 　ɦຒ文2011　ݚ
年

8 七条Ұ坊十ޒ町 発掘 奈ྑ時代以前のྲྀ࿏。平安時代前期〜中期の掘ཱ柱建
物・ࡤ・Ҫ戸・水ར施設・ྲྀ࿏。西۳ਠ小࿏の西側溝。

「平安京右京七条Ұ坊十ޒ町跡」h京
都市ຒଂ文化財ڀݚ所発掘調査報
告　2008-19 　ɦຒ文2009　ݚ 年

9 七条二坊三町
（市町） ཱ会 平安時代前期〜後期の土坑・西େٶେ࿏の西側溝。

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平
੒ 10 年度 　ɦ京都市文化市ຽہ　
1999 年

10 七条二坊三町
（市町） ཱ会 西େٶେ࿏の西側溝。

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平
੒ 11 年度 　ɦ京都市文化市ຽہ　
2000 年

11 七条二坊四町
（市町） 発掘

平安時代末期〜鎌倉時代の柱穴・土坑。室町時代の柱
穴・土坑・溝。江戸時代以降の土坑・柱穴・土औり穴・
Ҫ戸。遺物・鎌倉時代後൒の᯿Ӌޱ・మմ。

「平安京右京七条二坊四町（西市）
跡」h 京都市ຒଂ文化財ڀݚ所発掘
調査報告　2005-6 　ɦຒ文2005　ݚ
年

12 七条二坊࿡町
（市町） ཱ会 ೄ文時代のམࠐΈ、弥ੜ時代の溝、平安時代のแؚ層。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・ཱ会調査֓報
　ত࿨56年度 京ɦ都市文化ہޫ؍・
ຒ文1982　ݚ 年

13 七条二坊七町
（外町） ཱ会 遺物แؚ層。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・ཱ会調査報告
　ত࿨ 55 年度 京ɦ都市ຒଂ文化財
調査ηϯλー　1981 年

14 七条二坊七町
（外町） 発掘 平安時代前期の西ງ઒小࿏東側溝・ங地、平安時代後

期〜室町時代のྲྀ࿏、江戸時代のߴ੉઒のྲྀ࿏。

ʰ平安京跡発掘調査֓報　ত࿨ 58
年度 　ɦ京都市文化1984　ہޫ؍
年

15 七条二坊七町
（外町） ཱ会 弥ੜ時代の୦穴住ډか。

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平੒
11 年度 京ɦ都市文化市ຽ2000　ہ
年

16 七条二坊八町 発掘 平安時代中期の溝。
「右京七条二坊」h ত࿨ 56 年度　京
都市ຒଂ文化財調査֓ཁ（発掘調
査編）ɦ　ຒ文1983　ݚ 年

17 七条二坊۝〜
十二町 ཱ会 平安時代のྲྀ࿏状遺構・北小࿏南側溝。時期ෆ໌のҪ

戸。

「平安京右京七条二坊」h ত࿨ 63 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1993　ݚ 年

18 七条二坊十町 発掘 奈ྑ時代以前のྲྀ࿏。平安時代前期の掘ཱ柱建物・ࡤ・
Ҫ戸・土坑。平安時代中期の柱穴・溝。

「平安京右京七条二坊」h 平੒ 2 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1994　ݚ 年

19 七条二坊十Ұ町
（外町） ཱ会 平安時代中期のแؚ層。 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・ཱ会調査報告

　ত࿨ 55 年度 　ɦຒ文1981　ݚ 年
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調査Ґஔ 調査๏ 調査੒Ռ֓ཁ ݙ文ࡌܝ

20 七条二坊十Ұ町
（外町） ཱ会 平安時代の஑または࣪地。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・ཱ会調査֓報
　ত࿨ 57 年度 　ɦ京都市文化ޫ؍
1983　ہ 年

21 七条二坊十Ұ町
（外町） ཱ会 平安時代のแؚ層。

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平੒
7 年度 　ɦ京都市文化市ຽ1996　ہ
年

22 七条二坊十Ұ町
（外町） 掘ࢼ 平安時代後期〜鎌倉時代の柱穴・土坑・溝・ྲྀ࿏。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平
੒ 16 年度 　ɦ京都市文化市ຽہ　
2005 年

23 七条二坊十二町
（外町） 発掘 平安時代〜鎌倉時代の掘ཱ柱建物・ࡤ・Ҫ戸・柱穴܈。

「平安京右京七条二坊」h 平੒ 9 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1999　ݚ 年

24 七条二坊十二町
（外町） ཱ会 平安時代のแؚ層・溝。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・ཱ会調査֓報
　ত࿨ 62 年度 　ɦ京都市文化ޫ؍
1987　ہ 年

25 七条二坊十ޒ町 発掘
・෿時代のྲྀ࿏。平安時代の掘ཱ柱建物・Ҫ戸・溝ݹ
土坑。平安時代中期の七条坊門小࿏北側溝。鎌倉時代
以降の溝。

「平安京右京七条二坊」h ত࿨ 63 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1993　ݚ 年

26 八条二坊Ұ町
（外町） 発掘

平安時代の七条େ࿏࿏面と南側溝・ྲྀ࿏・区ը溝・土
坑（Ҫ戸か）・柱穴。鎌倉時代〜室町時代の七条େ࿏
࿏面と南側溝・区ը溝・Ҫ戸・溝・土坑・柱穴・土औ
り穴。江戸時代の七条େ࿏南側溝・溝・Ҫ戸・ᜱ・土
坑・土औり穴。遺物・鎌倉時代〜室町時代のమᕥ。

「平安京右京八条二坊・西市跡」h 平
੒ݩ年度　京都市ຒଂ文化財調査
֓ཁ 　ɦຒ文1994　ݚ 年

27 八条二坊Ұ町
（外町） 発掘 平安時代後期〜室町時代の掘ཱ柱建物・柱穴・土坑。

平安時代後期〜鎌倉時代の七条େ࿏࿏面と南側溝。

「右京八条二坊（１）」h ত࿨ 56 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ（発
掘調査編）ɦ　ຒ文1983　ݚ 年

28 八条二坊Ұ町
（外町） 発掘 平安時代前期のҪ戸。平安時代中期の柱穴。鎌倉時代

〜室町時代の土坑・柱穴܈。

「平安京右京八条二坊Ұ町」h ত࿨
53 年度　京都市ຒଂ文化財調査֓
ཁ 　ɦຒ文2011　ݚ 年

29 八条二坊Ұ町
（外町） ཱ会 平安時代後期の土坑。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘ཱ会調査֓報　
平੒ 2 年度 　ɦ京都市文化ہޫ؍　
1991 年

30 八条二坊Ұ町
（外町） ཱ会 平安時代のแؚ層。

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平੒
8 年度 　ɦ京都市文化市ຽ1997　ہ
年

31 八条二坊二町 発掘 平安時代前期のྲྀ࿏。平安時代前期〜中期の西ᯯෛ小
࿏࿏面と東西側溝・区ը溝。鎌倉時代の溝・土坑。

「平安京右京八条二坊」h ত࿨ 60 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1988　ݚ 年

32 八条二坊二町 発掘 平安時代前期のྲྀ࿏・西ᯯෛ小࿏࿏面と東西側溝・区
ը溝・掘ཱ柱建物・ࡤ・土ཹΊ・土坑・؛ޢ施設。

「平安京右京八条二坊」h 平੒ 5 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1996　ݚ 年

33 八条二坊二町 発掘 平安時代前期の஑状遺構・అ状遺構。平安時代中期の
掘ཱ柱建物。室町時代のҪ戸・土坑墓。

「平安京右京八条二坊」h ত࿨ 58 年
度　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ 　ɦ
ຒ文1985　ݚ 年

34 八条二坊七町 発掘 弥ੜ時代〜ݹ෿時代中期の୦穴建物・࣪地。平安時代
前期の土坑。

「平安京右京八条二坊」h 平安京跡
発掘調査֓報　ত࿨ 63 年度 　ɦ京
都市文化1989　ہޫ؍ 年

35 八条二坊八町
（外町） 発掘

平安時代前期〜中期の溝・土坑・柱穴・࣪地。平安時
代後期〜鎌倉時代のҪ戸・溝・土坑・柱穴。౧山時代
のҪ戸・柱穴。江戸時代のҪ戸・溝・土坑・柱穴。

「平安京右京八条二坊七町跡・衣
田町遺跡発掘調査報告書」h 文化
財サービス発掘調査報告書　第 17
集 　ɦ株式会社文化財サービス　
2021 年

36 八条二坊八町
（外町） ཱ会 平安時代のแؚ層。

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平
੒ 10 年度 　ɦ京都市文化市ຽہ　
1999 年

37 八条二坊Ұ〜
三・࿡〜۝町 ཱ会 平安時代の西ᯯෛ小࿏東側溝を検出。

「右京八条二坊」h 平安京跡発掘調
査֓報　ত࿨ 59 年度 　ɦ京都市文
化1985　ہޫ؍ 年
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38 八条二坊十・
十ޒ町 発掘 平安時代前期〜中期の野寺小࿏࿏面と東西側溝・掘ཱ

柱建物・ࡤ・柱穴。室町時代〜江戸時代の溝。

「平安京右京八条二坊十・十ޒ町跡、
衣田町遺跡」h 京都市ຒଂ文化財ݚ
所発掘調査報告　2008-8ڀ 　ɦຒ文
2008　ݚ 年

39 八条二坊十࿡町 発掘 平安時代前期の野寺小࿏࿏面と西側溝・溝・柱穴܈。
「右京八条二坊」h 平安京跡発掘調
査֓報　ত࿨ 59 年度 　ɦ京都市文
化1985　ہޫ؍ 年

40 八条二坊十࿡町 発掘 平安時代〜鎌倉時代の掘ཱ柱建物・柱穴。鎌倉時代の
七条େ࿏࿏面と南側溝。

「右京八条二坊（2）」h ত࿨ 56 年度
　京都市ຒଂ文化財調査֓ཁ（発
掘調査編）ɦ　ຒ文1983　ݚ 年

ຒ文ݚˠެӹ財ஂ๏ਓ京都市ຒଂ文化財ڀݚ所
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第ᶙষ　調査੒Ռ

１　基本層ং（図６・̓）
　基本層ংは̔層に分͚られる。

　第１層は灰ԫ׊৭࠭質土からなるۙݱ代の଄੒土で、࿃瓦ย・瓦ย・陶磁器ྨ・λΠϧなͲをؚ

Ή。また宅地の時期に࢖༻されていたศᙈとΈられるຒᙈも出土した。

　第２層は灰ԫ׊৭シϧτからなるۙੈ以降の࡞ߞ土で、１区では削平のたΊࣦわれている。

　第３層は໌׊৭シϧτからなるۙੈ以降のচ土である。

　第４層は׊ࠇ৭シϧτからなる室町時代後期以降の整地層である。平安時代〜室町時代に至る遺

物ยをଟくؚΉが、ۙੈの遺物は見られない。この上面を第１面とした。

　第̑層は׊ࠇ৭シϧτからなる室町時代前期〜中期の整地層である。平安時代〜鎌倉時代の遺物

をଟくؚΈ、室町時代の遺物もগྔؚΉ。この上面を第２面とした。

　第６層は׊ࠇ৭シϧτからなる南北朝時代の整地層である。平安時代〜鎌倉時代の遺物をଟくؚ

Ή。この上面を第３面とした。

　第̓層は׊ࠇ৭೪質土からなる層である。この上面を平安時代末期〜鎌倉時代の第４面とした。

　第̔層はΦリーϒࠇ৭からなる࠭質シϧτである。

　第̓層と第̔層はࣗવଯ積層であるが、第̓層はఈ࣪地にଯ積したటᖚの༷૬をఄ͢る。鎌倉時

代以前はͦのままの状ଶであったが、南北朝時代以後に土地ར༻を可能に͢るたΊ、層ް໿0.2̼前

後の整地を行っている。

２　検出遺構（ද２）
・溝、区ը溝、南北朝時代の礎石建物・柱列・土坑࡞ߞճの調査では、室町時代前期〜中期のࠓ　

区ը溝、平安時代末期〜鎌倉時代の࡞ߞ溝・柱穴・土坑・区ը溝を֬ೝした。

表２　遺構概要表

時代 遺構 උߟ

室町時代後期以降 柱穴 001・003、溝 002

室町時代前期〜中期 土坑 004、溝 005 〜 013・028・061 〜 068

南北朝時代 礎石建物 140 〜 142、柱列 143、土坑 004、溝 031・034・038・039・
040・069・072・135、柱穴 041・073・078・079・080・088・097

平安時代末期〜鎌倉時代

土坑 045・048・050・104・106・108・109・115・116・120・126・
129・130・138、溝 032・033・043 〜 047・049・051 〜 053・056・
107・118・127、柱穴 041・042・045・055・057 〜 060・070・071・
098・100・102・105・110・111・117・119・121 〜 125・128・
131 〜 136・137・139
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図７　2区調査区南壁・西壁断面図（１：100）
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（１）１区

（ᶗ）第１面（図̔、図版１−１・２）

　第１面は第４層の整地が行われた後の室町時代後期以降（16ੈل）と૝ఆされる。溝、柱穴を検

出した。

ʤ柱穴ʥ

柱穴001

　̜２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.2̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.04̼。ຒ土は׊灰৭

シϧτで᛽をؚΉ。遺物の出土は無かった。

柱穴003

　̗２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.17̼。ຒ土は׊灰৭

シϧτで᛽をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ย、13ੈلの所࢈とߟ

͑られる瓦器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

ʤ溝ʥ

溝002

　̙１〜̙３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿6.8̼、ਂさ0.03̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで、᛽をؚΉ。遺物は18ੈ19ੈ〜ل

。が出土した。ۙੈ以降の溝である（Ӭ通ๅ׮）られる陶磁器ย・ಔ銭͑ߟと࢈の所ࠒل

（ᶘ）第２面（図̕、図版２−１・２）

　第２面は第̑層の整地が行われた後の室町時代前期〜中期（14ੈل15ੈ〜ل）と૝ఆされる。南

北ํ޲の࡞ߞ溝、区ը溝を検出した。

ʤ土坑ʥ

土坑004

　̙１〜̙２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.0̼、南北長໿1.2̼、ਂさ໿0.6̼でఈ面は

丸Έをଳびたํ形の土坑である。溝010を੾りࠐんでいる。ຒ土は҉灰ԫ৭シϧτで、小石をؚ

Ή。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ย、13ੈلの所࢈と͑ߟられる瓦器ย

が出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

ʤ溝ʥ

溝005

　̛１〜̛３・̜１〜̜３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿5.3̼、ਂさ

0.05̼でఈ面は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。࡞ߞ溝

と思われる。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ย、13ੈلの所࢈と͑ߟられ
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る瓦器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝006

　̛１〜̛３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿5.3̼、ਂさ0.05̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。࡞ߞ溝と思われる。遺

物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ย、13ੈلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出

土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝007

　̛１〜̛３で検出した。検出時のن໛は、東西長0.25̼、南北長໿5.4̼、ਂさ0.04̼でఈ面は丸

Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は灰ԫ׊৭シϧτで小石をؚΉ。࡞ߞ溝と思われる。遺

物の出土は無かった。

溝008

　̚１〜̚３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.5̼、南北長໿6.7̼、ਂさ0.08̼でఈ面は

平ୱの南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτとԫ灰৭シϧτのࠞじりで小石をؚΉ。෯໿1.4̼

ほͲの溝であるたΊ、区ը溝あるいは小径の側溝である可能性がある。遺物は̕ੈل前൒ࠒの所࢈

と͑ߟられる྘釉陶器ย、̕ ߟと࢈の所لられる土師器・須恵器ย、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜

͑られる瓦器ยが出土した。整地層からのࠞ入と思われる。

溝011

　̘１〜̘３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.7̼、南北長໿6.0̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は灰׊৭シϧτと׊灰৭シϧτのࠞじりで小石をؚΉ。

෯໿1.0̼ほͲの溝であるたΊ、区ը溝あるいは側溝の可能性がある。遺物は15ੈࠒلの所࢈と͑ߟ

られる੉戸࢈のమ釉෹Ֆ器が出土した。ଞに̕ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる྘釉陶器ย・灰釉陶

器ย、̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ย、13ੈلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出

土した。̕ੈل13ੈ〜لの遺物はຒΊཱてのࡍに༻いられた土へのࠞ入とΈられる。

溝012

　̗１〜̗３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.7̼、南北長໿6.8̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は

平ୱの南北ํ޲の溝である。ຒ土はにͿいԫᒵ৭シϧτと׊灰৭シϧτのࠞじりで᛽をଟྔにؚΉ

ことから、溝012のຒཱてに᛽を࢖༻したものと͑ߟられる。෯໿1.5̼ほͲの溝であるたΊ、区ը

溝あるいは小径の側溝である可能性がある。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵

器ย、13ੈلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出土した。ຒΊཱてのࡍに༻いられた土へのࠞ入とΈら

れる。
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図８　１区第 1面平面図（１：100）
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図９　１区第 2面平面図（１：100）
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溝013

　̖１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.2̼、南北長໿1.4̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτのࠞじりで小石をؚΉ。࡞ߞ溝と思われる。

遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝028

　̘１〜̘３・̙１〜̙３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿2.3̼、南北長໿6.7̼、ਂさ໿

0.3̼でఈ面は平ୱの南北ํ޲の溝である。ຒ土は上層がԫ灰৭シϧτで小石をଟྔにؚΈ、下層が

られる。෯͑ߟしたものと༺࢖に᛽をࡍ৭シϧτで᛽をଟྔにؚΉ。溝012と同じくຒཱての׊ࠇ

໿2.0̼ほͲの溝であるたΊ、区ը溝あるいは小径の側溝である可能性がある。遺物は15ੈࠒلの

所࢈と͑ߟられる੉戸࢈のఱ໨茶椀ยが出土した。ଞに̕ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる྘釉陶

器・灰釉陶器ย、̕ られる͑ߟと࢈の所لられる土師器・須恵器ย、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜

瓦器・瓦質土器ยがଟྔに出土した。̕ に༻いられた土へのࠞࡍの遺物はຒΊཱてのل13ੈ〜لੈ

入と思われる。なお、౰初検出していた溝009、溝010は溝028と同Ұ遺構と൑໌した。

（ᶙ）第３面（図10、図版３−１・２）

　第３面は第６層による整地が行われた後、南北朝時代（14ੈل）にଐ͢ると͑ߟられる。区ը

溝・礎石建物・柱列を検出した。

ʤ溝ʥ

溝031

　̗１〜̗３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿2.0̼、南北長໿6.6̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚΉ。第２面の溝012の௚下に

構ஙされており、区ը溝か小径の側溝である可能性がある。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられ

る土師器・須恵器、13ੈلの所࢈と͑ߟられる瓦器が出土した。ຒΊཱてのࡍに༻いられた土への

ࠞ入と思われる。

溝034

　̖２〜̗２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.6̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は

丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石、୸化物をؚΉ。遺物は̕〜

られる瓦器が出土した。整͑ߟと࢈の所لられる土師器・須恵器ย、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ

地層からのࠞ入とΈられる。

溝038

　̖２〜̗２で検出した。検出時のن໛は、東西長1.45̼、南北長0.35̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸

Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石、୸化物をؚΉ。遺物は̕〜11
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られる瓦器が出土した。整地層͑ߟと࢈の所لられる土師器・須恵器ย、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒلੈ

からのࠞ入とΈられる。

溝039

　̖２〜̗２・̖３〜̗３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.6̼、南北長໿0.5̼、ਂさ໿

0.1̼でఈ面は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石、୸化物をؚΉ。

遺物の出土は無かった。

溝040

　̖３〜̗３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.8̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化物をଟくؚΉ。遺物は̕〜11

。られる土師器・須恵器・྘釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒلੈ

溝041

　̖１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長0.35̼、ਂさ0.01̼でఈ面は丸Έをଳ

びている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石、୸化物をؚΉ。遺物の出土は無かった。

ʤ礎石建物ʥ

礎石建物140（図11、図版４－１・２）

　柱穴014〜017、022〜027、029、030からなる東西３間、南北２間の૯柱の建物として検出した。

西に໿３度܏いている。東西の柱間は໿2.0̼（໿7ई）、南北の柱間は໿1.8̼（໿６ई）である。

柱穴014（図11）

　̜１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化物をؚΉ。ຒ土上に径໿0.2̼の礎石をਾ͑ている。遺物は

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜̕

柱穴015（図11）

　̛１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.16̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化物をؚΉ。ຒ土上に径໿0.2̼の礎石をਾ͑ている。遺物は

̕、られる྘釉陶器ย͑ߟと࢈の所ࠒ前൒لੈ̕ られる土師器・須恵器ย͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜

が出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴016（図11）

　̚１で検出した。検出時のن໛は、東西長 0.35̼、南北長0.35̼、ਂさ0.14̼でఈ面は丸Έをଳ



−19−

3
m

0

X
=
-
1
1
2
,0

6
5

X
=
-
1
1
2
,0

6
8

X
=
-
1
1
2
,0

7
1

Y
=
-
2
4
,4

5
0

Y
=
-
2
4
,4

5
3

Y
=
-
2
4
,4

5
6

Y
=
-
2
4
,4

5
9

Y
=
-
2
4
,4

6
2

Y
=
-
2
4
,4

6
5

A
B

C
D

E
F

G

䠍 䠎 䠏

柱
ิ

1
4
3

柱
穴

0
1
7

柱
穴

0
1
6

柱
穴

0
1
5

柱
穴

0
1
4

柱
穴

0
1
8

柱
穴

0
1
9

柱
穴

0
2
0

柱
穴

0
2
1

柱
穴

0
3
0

柱
穴

0
2
9

柱
穴

0
2
7

柱
穴

0
2
6

柱
穴

0
2
2

柱
穴

0
2
3

柱
穴

0
2
4

柱
穴

0
2
5

♏
石

ᘓ
物

1
4
0

溝
0
3
1

柱
ิ

1
4
3

溝
0
4
1 溝

0
3
4

溝
0
3
8

溝
0
3
9 溝

0
4
0

N

図 10　1区第 3面平面図（１：100）



−20−

びている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化物をؚΉ。ຒ土に൒分ຒもれる形で径໿0.2̼の礎石をਾ͑

ている。遺物の出土は無かった。

柱穴017（図11）

　̚１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長0.45̼、ਂさ0.16̼でఈ面は丸Έをଳ

びている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化物をؚΉ。ຒ土上に径໿0.3̼の礎石をਾ͑ている。遺物は

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜̕

柱穴022（図11）

　̜２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化物をؚΉ。ຒ土上に径໿0.2̼の礎石をਾ͑ている。遺

物の出土は無かった。

柱穴023（図11）

　̛２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長0.25̼、ਂさ0.14̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。礎石は無く、ഇઈ後にࣦわれた可能性がある。遺物の出

土は無かった。

柱穴024（図11）

　̚２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石、୸化物をؚΉ。ຒ土上に径໿0.2̼の礎石をਾ͑てい

る。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入と

Έられる。

柱穴025（図11）

　̚２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.14̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石、୸化物をؚΉ。柱ࡐのҰ෦が࢒ଘ͢る。遺物は̕〜11ੈ

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل

柱穴026（図11）

　̜２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.14̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土はԫ灰৭シϧτで୸化物をؚΉ。礎石は無く、ഇઈ後にࣦわれた可能性がある。

遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。
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柱穴027（図11）

　̛２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長0.35̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έをଳ

びている。ຒ土は׊ࠇ৭೪質土で୸化物をؚΉ。ຒ土上に径໿0.3̼の礎石をਾ͑ている。遺物は

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜̕

柱穴029（図11）

　̚２で検出した。検出時のن໛は、東西長0.35̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊৭シϧτで୸化物をؚΉ。ఈ面に径໿0.3̼の礎石をਾ͑ている。遺物の出

土は無かった。

柱穴030（図11）

　̚２で検出した。検出時のن໛は、東西長0.35̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.16̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は灰ԫ׊৭シϧτで୸化物をؚΉ。ఈ面に径໿0.3̼の礎石をਾ͑ている。遺物

の出土は無かった。　

ʤ柱列ʥ

柱列143（図11）

　柱穴018〜021からなる３間の東西ํ޲の柱列として検出した。礎石建物140とॏなり、柱間は

柱穴018〜柱穴019、柱穴020〜柱穴021が໿1.8 （̼６ई）、柱穴019〜柱穴020が໿2.1 （̼̓ई）

である。礎石の上に̔面の面औりを施した柱ࡐが࢒ଘ͢る。

柱穴018（図11）

　̜１で検出した。検出時のن໛は、東西長0.35̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿0.1̼で、ఈ面は礎石

をਾ͑た上に柱をཱて、掘ํをຒΊている。礎石の上に柱ࡐが࢒る。ຒ土は׊ࠇ৭೪質土である。

遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・灰釉陶器ยが出土した。整地層からの

ࠞ入とΈられる。

柱穴019（図11、図版５－１）

　̛１で検出した。検出時のن໛は、東西長0.35̼、南北長0.35̼、ਂさ໿0.4̼で、ఈ面は礎石

をਾ͑た上に柱をཱて、掘ํをຒΊている。礎石の上に柱ࡐが࢒る。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化

物をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ

入とΈられる。

柱穴020（図11、図版５－２）

　̚１・̛１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.36̼で、ఈ面



−22−

1

1
1

1 1

1 1 1

1

1
1

1

1

1

1
1

1
1

1
1

1

1

11

11

11

11 11 1

柱穴025
１ 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物・遺物含

柱穴024
１ 2.5Y3/1黒褐色シルト　小石・炭化物含
　　　　　　

柱穴023
１ 10YR3/1黒褐色シルト　

柱穴022
１ 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物含
　　　

柱穴017
１ 2.5Y3/2黒褐色シルト　炭化物含

柱穴016
１ 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物・遺物含

柱穴015
１ 10YR3/1黒褐色シルト　炭化物・遺物含

柱穴014
１ 10YR3/1黒褐色シルト　炭化物・遺物含

柱穴018
１ 2.5Y3/1黒褐色粘質土

柱穴019
１ 2.5Y3/1黒褐色シルト　炭化物・遺物含　［掘方］

柱穴020
１ 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物・遺物含　［掘方］

柱穴021
１ 10YR3/1黒褐色シルト　炭化物含　［掘方］

柱穴030
１ 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物・遺物含

柱穴029
１ 10YR4/1褐灰色シルト　炭化物・遺物含

柱穴027
１ 2.5Y3/1黒褐色粘質土　炭化物含
　　

柱穴026
１ 2.5Y4/1黄灰色シルト　炭化物含

X=-112,065

X=-112,068

Y=-24,450Y=-24,453Y=-24,456

X=-112,065

Y=-24,450Y=-24,453

H=20.5m

H=20.0m

H=20.5m

H=20.0m

H
=
2
0
.5

m

H
=
2
0
.0

m
H

=
2
0
.5

m

H
=
2
0
.0

m

d

d'

H
=
2
0
.0

m

e

e
'

H
=
2
0
.5

m

H
=
2
0
.0

m

f

f'

H=20.5m

H=20.0m

b b'

a
a'

c

c
'

H=20.5m

H=20.0m
g

g'

aa'

b
b'

c
c
'd

d'

e
e
'

f
f'

g
g'

H
=
2
0
.5

m

柱穴017 柱穴016 柱穴015 柱穴014

柱穴030
柱穴029 柱穴027 柱穴026

柱穴022柱穴023
柱穴024柱穴025

柱穴018柱穴019柱穴020柱穴021

柱穴025 柱穴024 柱穴023 柱穴022

柱穴030 柱穴029 柱穴027 柱穴026

柱穴017 柱穴016 柱穴015 柱穴014

柱
穴

0
1
4

柱
穴

0
2
6

柱
穴

0
2
2

柱
穴

0
1
7

柱
穴

0
3
0

柱
穴

0
2
5

柱
穴

0
1
6

柱
穴

0
2
9

柱
穴

0
2
4

柱
穴

0
1
5

柱
穴

0
2
7

柱
穴

0
2
3

柱穴021 柱穴020 柱穴019 　柱穴018

N

N

2m0

2m0

♏▼ᘓ≀㻝㻠㻜

ᰕิ㻝㻠㻟

図 11　１区礎石建物 140、柱列 143平面・断面図（１：80）



−23−

は礎石をਾ͑た上に柱をཱて、掘ํをຒΊている。礎石の上に柱ࡐが࢒る。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτ

で୸化物をؚΉ。遺物の出土は無かった。

柱穴021（図11）

　̚１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿0.5̼で、ఈ面は礎

石をਾ͑た上に柱をཱて、掘ํをຒΊている。礎石の上に柱ࡐが࢒る。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで୸化

物をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘釉陶器ยが出土した。整

地層からのࠞ入とΈられる。

（ᶚ）第４面（図12、図版６−１・２）

　第４面は平安時代末期〜鎌倉時代（12ੈل末〜13ੈل）にଐ͢ると૝ఆされる。区ը溝・࡞ߞ

溝・土坑・柱穴を検出した。

ʤ土坑ʥ

土坑045（図13）

　̙１で検出した。検出時のن໛は、東西長0.75̼、南北長໿0.7̼、ਂさ0.25̼でఈ面は丸Έを

ଳびたԁ形の土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟら

れる土師器・須恵器ย、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる山茶椀が出土した。土師器と須恵器は整

地層からのࠞ入とΈられる。山茶椀は東ೱܥの所࢈である。

土坑048（図13）

　̚２・̛２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.0̼、南北長໿1.0̼、ਂさ0.18̼のఈ面は

丸Έをଳびた΍΍ํ形の土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所

られる土師器・須恵器・྘釉陶器・灰釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられ͑ߟと࢈

る。

土坑050（図13）

　̛２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.8̼、南北長໿0.7̼、ਂさ໿0.4̼でఈ面は丸Έ

をଳびたෆఆ形の土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで径໿0.2̼େの᛽をຒΊている。遺物の出土

は無かった。

ʤ溝ʥ

溝032（図14、図版７－１・２）

　̗１〜̗３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.2̼、南北長໿6.4̼、ਂさ໿0.3̼でఈ面

は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。第３面の溝031の௚下にҐ

ஔ͢る。遺物は13ੈل前൒〜൒͹の所࢈と͑ߟられる土師器皿と瓦器椀がຒೲされた状ଶで、ま



−24−

3
m

0

X
=
-
1
1
2
,0

6
5

X
=
-
1
1
2
,0

6
8

X
=
-
1
1
2
,0

7
1

Y
=
-
2
4
,4

5
0

Y
=
-
2
4
,4

5
3

Y
=
-
2
4
,4

5
6

Y
=
-
2
4
,4

5
9

Y
=
-
2
4
,4

6
2

Y
=
-
2
4
,4

6
5

A
B

C
D

E
F

G

䠍 䠎 䠏

柱
穴

0
3
5 ⁁

0
3
2

⁁
0
4
3

柱
穴

0
4
2

⁁
0
4
3

柱
穴

0
5
7 ⁁

0
3
7

⁁
0
3
7

⁁
0
4
4

⁁
0
4
4

⁁
0
4
4

⁁
0
3
3

土
ᆙ

0
4
5

柱
穴

0
5
5

⁁
0
4
6

⁁
0
4
7

土
ᆙ

0
4
8

⁁
0
4
9

土
ᆙ

0
5
0

⁁
0
5
6

柱
穴

0
6
0

柱
穴

0
5
9

⁁
0
5
1

⁁
0
5
2

⁁
0
5
3

柱
穴

0
5
8

ᮺ
1
4
4

ᮺ
1
4
5

ᮺ
1
4
6

ᮺ
1
4
7

ᮺ
1
4
8

ᮺ
1
4
9

ᮺ
1
5
0

N

図 12　１区第 4面平面図（１：100）
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図 13　１区土坑 045・048・050 平面・断面図（１：40）
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とまって出土した。瓦器椀はೇ༿ܕᶙ−２ܕ式である。溝032をຒΊཱてるࡍにԿらかのّ式を

行っていた可能性がある。また、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる「陀」の文ࣈがある軒丸瓦が出土し

た。兵庫県小野市の浄土寺境内より出土した、૑建時の瓦とされる「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦と同

文ҟᣂとΈられ、ۙྡに阿弥陀೗དྷを᛾る浄土ܥの寺Ӄがଘ在した可能性がある。

溝033（図15、図版８－１）

　̙１〜̙２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.1̼、南北長໿2.1̼、ਂさ໿0.3̼でఈ面

は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は上層が׊ࠇ৭シϧτで木ยをଟྔにؚΈ、下層が

Φリーϒࠇ৭࠭質シϧτで小石をؚΉ。第２面の溝028の௚下にҐஔ͢る。遺物は13ੈل前൒〜൒

͹の所࢈と͑ߟられる土師器皿・瓦器椀・山茶椀が出土した。瓦器椀は上層より伏せた形で完形

の状ଶで出土している。瓦器椀はೇ༿ܕᶙ−２ܕ式、山茶椀はѳඒܥと͑ߟられる。

溝037

　̘１〜̘３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.2̼、南北長໿6.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。溝044の東側を੾っている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石

をগྔؚΉ。遺物の出土は無かった。-

溝043（図15）

　̘１〜̘２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.7̼、南北長໿3.6̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は上層が׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΈ、下層が҉灰ԫ

৭࠭質シϧτで小石をؚΉ。遺物は土師器皿が出土した。６̗にଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟ

られる。

溝044

　̘１〜̘３・̙１〜̙３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.8̼、南北長໿6.0̼、ਂさ

0.15̼でఈ面は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。西側を溝037によって੾られている。ຒ土

は上層が灰ԫ׊৭シϧτで小石をؚΈ、下層が҉灰ԫ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は土師器皿が出

土した。６̗にଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。

溝046

　̙１〜̚１・̙２〜̚２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿4.3̼、南北長໿0.4̼、ਂさ

0.03̼でఈ面は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物の

出土は無かった。
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溝047

　̙２〜̚２で検出した。検出時のن໛は、東西長໿3.9̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.05̼でఈ面は

丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土はԫ灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は13ੈࠒلの所

。られる土師器・須恵器・灰釉陶器ยが出土した͑ߟと࢈の所ࠒلられる瓦器、̕〜11ੈ͑ߟと࢈

整地層からのࠞ入とΈられる。

溝049

　̚１〜̜１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿6.6̼、南北長໿0.5̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は

丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物の出土は無かった。

溝051

　̚２〜̜２・̚３〜̜３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿6.7̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿

0.2̼でఈ面は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は上層が灰׊৭シϧτで小石をؚΈ、

下層が׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘

釉陶器・灰釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝052

　̙３〜̜３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿9.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰シϧτで小石をؚΉ。遺物は13ੈࠒلの所

。られる瓦器が出土した͑ߟと࢈

溝053

　̘３〜̜３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿10.2̼、南北長໿0.8̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒل

の所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

ʤ柱穴ʥ

柱穴035

　̗１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.3̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。柱ࡐが࢒ଘ͢る。遺物の出土は無かった。

柱穴042

　̘１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.2̼、ਂさ0.03Nでఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊灰৭シϧτである。遺物の出土は無かった。



−28−

1

2

１ 10YR3/1黒褐色シルト　遺物含
䠎 2.5Y3/1黒褐色シルト　遺物含

Y=-24,462Y=-24,464

X=-112,066

X=-112,064

X=-112,068

X=-112,070

H=20.0m

H=19.5m

W
E

⎰ჾ᳐

⎰ჾ᳐

土ᖌჾ─

土ᖌჾ─

土ᖌჾ─

N

０ 䠎ｍ

０ 50cm

図 14　１区溝 032平面・断面図（１：40）、遺物出土状況図（１：20）
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柱穴055

　̚１で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.6̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は上層が׊ࠇ৭シϧτ、中層がΦリーϒࠇ৭シϧτ、下層がΦリーϒࠇ৭࠭質

シϧτである。柱ࡐが࢒ଘ͢る。遺物の出土は無かった。

柱穴058

　̙３で検出した。検出時のن໛は、東西長0.45̼、南北長0.45̼、ਂさ0.32̼でఈ面は丸Έをଳ

びている。平面形はํ形である。ຒ土は׊灰৭೪質シϧτである。柱ࡐが࢒ଘ͢る。遺物は̕〜11

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒلੈ
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1
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１ 2.5Y3/2黒褐色シルト　遺物・ᮌ∦ከ㔞含
䠎 5Y3/2䜸䝸䞊䝤黒色◁質シルト　小石・遺物含

１ 10YR3/2黒褐色シルト　小石含
䠎 2.5Y4/2ᬯ灰黄色◁質シルト　小石含

Y=-24,461Y=-24,460

X=-112,065

X=-112,066

X=-112,067

X=-112,064

E W

H=20.0m

Y=-24,458 Y=-24,457

X=-112,065

X=-112,064

H=20.0m

H=19.5m

W E

⁁㻜㻠㻟⁁㻜㻟㻟

N

N

０ 䠎ｍ

図 15　１区溝 033・043 平面・断面図（１：40）
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柱穴059

　̛３で検出した。検出時のن໛は、東西長0.45̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。溝052を੾っている。ຒ土はԫ灰৭シϧτである。径໿0.3̼の石を中৺にਾ͑てい

る。遺物の出土は無かった。

柱穴060

　̜３で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。溝052を੾っている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈とߟ

͑られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

ʤ杭ʥ

　東西ํ޲にฒͿ杭を̓本検出した。

杭144

　̙１で検出した。杭の長さは0.60̼で、遺構面から0.40̼ຒ຅͢る。掘ํのຒ土は׊ࠇ৭೪質シ

ϧτで小石をؚΉ。

杭145

　̙1で検出した。杭の長さは0.50̼で、遺構面から0.30̼ຒ຅͢る。掘ํのຒ土はԫ灰৭シϧτ

で୸化物をؚΉ。

杭146

　̚１で検出した。杭の長さは0.50̼で、遺構面から0.30̼ຒ຅͢る。掘ํのຒ土は׊ࠇ৭シϧτ

で୸化物をؚΉ。

杭147

　̚１で検出した。杭の長さは0.60̼で、遺構面から0.36̼ຒ຅͢る。掘ํのຒ土はԫ灰৭シϧτ

である。

杭148（図版８－２）

　̛１で検出した。杭の長さは0.50̼で、遺構面から0.46̼ຒ຅͢る。掘ํのຒ土は׊ࠇ৭シϧτ

である。

杭149（図版８－２）

　̛１で検出した。杭の長さは0.50̼で、遺構面から0.38̼ຒ຅͢る。掘ํのຒ土は׊ࠇ৭シϧτ

である。
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杭150

　̜１で検出した。杭の長さは0.55̼で、遺構面から0.40̼ຒ຅͢る。掘ํは֬ೝできなかった。

掘削せͣ௚઀ଧちࠐんでいる可能性がある。

　杭列は溝046と溝049の間を通り、溝にԊうようにଧちࠐまれているが、杭列の性֨はෆ໌である。

（ᶛ）下層（図６・̓）

　第４面の全景ࣸਅࡱӨ、遺構ଌྔ後に調査区の北側と西側を断ׂり、下層の֬ೝを行った。第４

面の第̓層の下層からは׊ࠇ৭シϧτ層の第̔層を検出し、さらにͦの下層からは࠭᛽層を検出

した。چՏ઒౳によるࣗવଯ積層と͑ߟられる。遺物の出土は無かった。

（２）２区

（ᶗ）第１面

　２区の第1面は調査区のେ෦分が建物の基礎のఫڈ౳でଛなわれており、遺構の֬ೝはできな

かった。

（ᶘ）第２面（図16、図版̕−１・２）

　第２面は第̑層による整地後、室町時代前期〜中期（14ੈل15ੈ〜ل）にଐ͢ると૝ఆされる。

東西ํ޲と南北ํ޲の࡞ߞ溝を̔条検出した。

ʤ溝ʥ

溝061

　̯̑〜̖̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿2.8̼、南北長໿0.2̼、ਂさ0.25̼でఈ面は

丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの

所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝062

　̯̑〜̖̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿4.1̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈل

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒ

溝063

　̯４〜̯̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿3.6̼、ਂさ0.03̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの

所࢈と͑ߟられる土師器・灰釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。
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図 16　2区第 2面平面図（１：100）
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溝064

　̖４〜̖̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿2.0̼、ਂさ0.06̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は13ੈࠒلの所

られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層か͑ߟと࢈の所ࠒلられる瓦器、̕〜11ੈ͑ߟと࢈

らのࠞ入とΈられる。

溝065

　̘６〜̘̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿4.8̼、ਂさ0.05̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は13ੈࠒلの所

られる土師器・須恵器ยが出土した。整地͑ߟと࢈の所ࠒلられる瓦質土器、̕〜11ੈ͑ߟと࢈

層からのࠞ入とΈられる。

溝066

　̙̓〜̙̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿2.2̼、ਂさ0.05̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの

所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝067

　̗̑〜̙̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿8.0̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.06̼でఈ面は丸Έを

ଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられ

る瓦器、̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝068

　̗６〜̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿8.0̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.08̼でఈ面は

丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は13ੈࠒلの所

られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層か͑ߟと࢈の所ࠒلられる瓦器、̕〜11ੈ͑ߟと࢈

らのࠞ入とΈられる。

（ᶙ）第３面（図17、図版10−１・２）

　第３面は第６層による整地後、南北朝時代（14ੈل）にଐ͢ると૝ఆされる。区ը溝・礎石建

物・土坑を検出した。

ʤ土坑ʥ

土坑074（図18、図版11－１、13－２）

　̙̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.0̼、南北長1.75̼、ਂさ0.18̼でఈ面は丸Έを

ଳびている長ํ形の土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。土坑内より൘ࡐがॏなり合
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図 17　2区第 3面平面図（１：100）
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うように出土した。また土坑の南側より伏せた状ଶの木Գも出土した。遺物は14ੈࠒلの所࢈と

͑ߟ焼の௷あるいはᙈのମ෦が出土した。土坑内のຒ຅状況΍形状から土坑墓と׈られるৗ͑ߟ

られ、൘ࡐは木׹の෦ࡐで、木Գは෭૴品とΈられる。ৗ׈焼の௷もしくはᙈのମ෦は、൘ࡐの下

から出土していることから、木׹の܏きを調整͢るたΊにෑかれたものと૝ఆされる。土坑の長࣠

は南北ํ޲を޲いており、南北溝の溝031とํ޲を合わせている可能性がある。

土坑075（図18、図版11－１）

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.6̼、南北長໿1.8̼、ਂさ໿0.4̼でఈ面は丸Έ

をଳびている長ํ形の土坑である。ຒ土はԫ灰৭೪質土と׊ࠇ৭೪質土とのࠞじりである。径໿

0.3〜0.4̼の᛽を４ݸ、土坑内より検出した。遺物は13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器、̕〜11

られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。土坑074͑ߟと࢈の所ࠒلੈ

と同じく長࣠を南北ํ޲に͚޲ており、土坑墓と͑ߟられる。

土坑076

　̘６〜̙６で検出した。検出時のن໛は東西長0.65̼、南北長໿0.6̼、ਂさ໿0.4̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。土坑075に東൒分を੾られている。ຒ土は׊ࠇ৭೪質土で小石をؚΉ。遺物は̕〜11

。られる土師器・須恵器・྘釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒلੈ

土坑077（図19、図版11－１、12－１・２、13－１）

　̘６〜̙６・̘̓〜̙̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿2.3̼、南北長໿1.6̼、ਂさ໿

0.4̼でఈ面は丸Έをଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石、木ยをؚΉ。土坑の上層のଟくは

後ੈに掘りฦされているが、南側のҰ෦は径໿0.1〜0.2̼の᛽が٧Ίࠐまれており、本དྷは᛽でຒ

Ίられていたか覆われていたものがؕ຅により土坑内にམちࠐんͩものと૝ఆされる。遺物は下層

から14ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器皿・漆器皿・瓦質土器ು・焼締陶器ᙈが出土した。土師

器皿は完形がଟく、漆器皿も2�3以上が࢒された状ଶで出土していることから、土坑墓の෭૴品と

してຒೲされたものと思われる。また、瓦質土器ುは土坑の東端から、焼締陶器ᙈは西端から出土

したが、ͦれͧれ൒分以上がࣦわれており、焼締陶器ᙈはද面΍断面に෩化が見られる。このこ

とから、෭૴品としてຒೲしたものではなく、ഇغされていた物を׹୆として࠶ར༻したものとߟ

͑られる。土坑の南ลは東西ํ޲であるが、北ลは໿18度の܏きがある。

ʤ溝ʥ

溝031

　̗４〜̗̔・̘４〜̘̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.6̼、南北長໿11.5̼、ਂさ

໿0.2̼でఈ面は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。１区第３面で検出した溝031のଓきであ

る。１区では௚上にて溝012を検出したが、２区では削平のたΊ検出できなかった。ຒ土は׊ࠇ৭
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シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈

と͑ߟられる瓦器・瓦質土器、13ੈل後൒ࠒの所࢈と͑ߟられる山茶椀が出土した。ຒΊཱての

。に༻いられた土へのࠞ入とΈられるࡍ

溝069

　̯４〜̖４で検出した。検出時のن໛は、東西長໿5.0̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.15̼でఈ面は

丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物の出土は無かった。

溝072

　̘４〜̘̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿4.3̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈل

られる瓦器・瓦質土器ยが出土し͑ߟと࢈の所ࠒلられる土師器・須恵器、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒ

た。整地層からのࠞ入とΈられる。

溝135

　̯６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.0̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έ

をଳびている南東ํ޲に໿30度܏く溝である。ຒ土はࠇ৭೪質シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜

。られる瓦質土器ยが出土した͑ߟと࢈の所لられる土師器・須恵器、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ

整地層からのࠞ入とΈられる。

ʤ礎石建物ʥ

礎石建物141（図20、図版11－１）

　柱穴081〜086からなる東西１間、南北２間の૯柱の建物として検出した。東西の柱間は໿2.5̼

（໿̔ई）、南北の柱間は໿2.1̼（໿̓ई）である。礎石建物141は、北側１間分のスϖースに土坑

077が収まり、柱間も土坑077に合わせるかのように東西の柱間が南北の柱間より１ईほͲ長い。土

坑077を土坑墓とਪଌした৔合、土坑077をอ͢ޢるたΊに建てられた墓堂の可能性が͑ߟられる。

柱穴081（図20）

　̘̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿0.2̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。南൒分は調査区外である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。礎石はൈきऔられたのか検

出されなかった。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器ยが出土した。整地層

からのࠞ入とΈられる。

柱穴082（図20）

　̘̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長0.35̼、ਂさ0.16̼でఈ面は丸Έを
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ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ຒ土上に径໿0.2̼の礎石をਾ͑ている。遺物は̕〜11

られる瓦器ยが出土した。整地͑ߟと࢈の所لられる土師器・須恵器、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒلੈ

層からのࠞ入とΈられる。また、14ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器が出土した。

柱穴083（図20）

　̘６で検出した。検出時のن໛は、東西長0.35̼、南北長0.35̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。礎石はൈきऔられたのか検出されなかった。遺物は̕〜

られる瓦器ยが出͑ߟと࢈の所لられる土師器・須恵器・྘釉陶器、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ

土した。整地層からのࠞ入とΈられる。また、14ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器が出土した。

柱穴084（図20）

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長0.45̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。礎石はൈきऔられたのか検出されなかった。遺物は̕〜

。られる須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ

柱穴085（図20）

　̙̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ఈ面に径0.25̼の礎石がਾ͑られている。遺物は̕〜

。られる須恵器・྘釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ

柱穴086（図20）

　̙̔で検出した。検出時のن໛は、東西長0.35̼、南北長0.25̼、ਂさ0.16̼でఈ面は丸Έをଳ

びている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。礎石はൈきऔられたのか検出されなかった。遺物は

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜̕

礎石建物142（図21、図版11－２）

　柱穴089〜096からなる東西２間、南北２間の૯柱の建物として検出した。礎石建物140と同じ

く、西に໿３度܏いている。東西の柱間は໿2.7̼（໿̕ई）、南北の柱間は໿2.4̼（໿̔ई）で

ある。

柱穴089（図21）

　̯̓〜̯̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.16̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。礎石はൈきऔられたのか検出されなかった。遺物

は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦質土器ยが

出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。
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図 21　2区礎石建物 142平面・断面図（１：80）
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柱穴090（図21）

　̖̓〜̖̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.6̼、南北長໿0.6̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。礎石はൈきऔられたのか検出されなかった。

遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが

出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴091（図21）

　̖̓〜̗7で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.16̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚΉ。礎石はൈきऔられたのか検出されなかった。

遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが

出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴092（図21）

　̖̓〜̗̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.16̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚΉ。径໿0.2̼の礎石がਾ͑られている。遺物は

。られる土師器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜̕

柱穴093（図21）

　̖６〜̗６で検出した。検出時のن໛は、東西長0.35̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.14̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ຒ土上に径໿0.2̼の礎石がਾ͑られている。遺

物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴094（図21）

　̖６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ఈ面に径0.16̼の礎石をਾ͑た後、さらにຒ土上に径

0.16̼の礎石をਾ͑ている。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器ยが出土した。整地層

からのࠞ入とΈられる。

柱穴095（図21）

　̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長0.45̼、南北長0.45̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。ఈ面に径໿0.2̼の礎石をਾ͑、さらにຒ土上に

径໿0.2̼の礎石をਾ͑ている。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈل

。られる瓦器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒ
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柱穴096（図21）

　̯６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊灰৭シϧτである。ఈ面に໿0.1̼の礎石をਾ͑ている。遺物の出土は無

かった。

ʤ柱穴ʥ

　ͦのଞ、ฒびが֬ೝできなかった୯ಠの柱穴である。

柱穴073

　̘４〜̘̑・̙４〜̙̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿

0.2̼でఈ面は丸Έをଳびている。ຒ土は柱ࠟが׊ࠇ৭シϧτで掘ํが׊灰৭シϧτである。遺物

は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出土した。整

地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴078

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる須恵器ยが出土

した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴079

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石、୸化物をؚΉ。遺物の出土は無かった。

柱穴080

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿0.5̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ຒ土上に径໿0.2̼の礎石をਾ͑ている。遺物は̕〜

。られる土師器・須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ

柱穴088

　̙̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.6̼、南北長໿0.6̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。ຒ土は柱ࠟが׊ࠇ৭シϧτで᛽をؚΈ、掘ํが灰ԫ׊৭シϧτで᛽をؚΉ。遺物は

られる土師器・須恵器・྘釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入と͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜̕

Έられる。

柱穴097

　̗̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを
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ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物の出土は無かった。

柱穴099

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿0.5̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面は丸Έ

をଳびている。柱穴089に੾られている。ຒ土は柱ࠟが׊ࠇ৭シϧτで掘ํがԫ灰৭シϧτであ

る。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器

ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

（ᶚ）第４面（図22、図版14−１・２）

　第４面は平安時代末期〜鎌倉時代（12ੈل末〜13ੈل）にଐ͢ると૝ఆされる。区ը溝・࡞ߞ

溝・土坑・柱穴を検出した。

ʤ土坑ʥ

土坑103

　̗̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長0.25̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。土坑104に੾られている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物の出土は無かった。

土坑104

　̗̑〜̗６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿3.0̼、南北長໿0.3̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面

は丸Έをଳびているෆఆ形な土坑である。溝032を੾っている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚ

Ή。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師

器・瓦器・瓦質土器・輸入ന磁ยが出土した。

土坑106

　̯６〜̯̓・̖６〜̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.5̼、南北長0.75̼、ਂさ

0.16̼でఈ面は丸Έをଳびている長ํ形の土坑である。土坑120を੾っている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧ

τで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘釉陶器・灰釉陶器、

。られる土師器・瓦器・瓦質土器ยが出土した͑ߟと࢈の所ࠒل13ੈ

土坑108

　̗̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.1̼、南北長໿1.0̼、ਂさ0.06̼でఈ面は丸Έを

ଳびている΍΍ํ形の土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟ

られる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・瓦器ยが出土した。

土坑109

　̯̓〜̯̔・̖̓〜̖̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.0̼、南北長໿1.3̼、ਂさ
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図 22　2区第 4面平面図（１：100）
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0.08̼でఈ面は丸Έをଳびているෆఆ形な土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は

・られる土師器・瓦器͑ߟと࢈の所ࠒلられる土師器・須恵器、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ〜̕

輸入ന磁ยが出土した。

土坑115

　̙̓〜̙̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.6̼、南北長໿0.5̼、ਂさ໿0.3̼でఈ面は

丸Έをଳびているෆఆ形な土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物の出土は無かった。

土坑116

　̙̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿0.6̼、ਂさ0.25̼でఈ面は丸Έを

ଳびているෆఆ形な土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と

。られる須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟ

土坑120

　̖６〜̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.4̼、南北長໿1.0̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている長ํ形の土坑である。ຒ土はԫ灰৭೪質土である。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈

と͑ߟられる土師器・須恵器・灰釉陶器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出土した。

土坑126

　̖̔〜̗̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.7̼、南北長໿0.9̼、ਂさ໿0.2̼でఈ面

は丸Έをଳびている長ํ形の土坑である。南端は調査区外である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚ

Ή。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘釉陶器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟ

られる土師器・輸入ന磁ยが出土した。

土坑129

　̘４〜̙４で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.3̼、南北長໿0.6̼、ਂ さ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびているෆఆ形な土坑である。北端は調査区外である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜

。られる土師器・須恵器・灰釉陶器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل11ੈ

土坑130

　̘６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.9̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έ

をଳびているෆఆ形な土坑である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈

と͑ߟられる土師器・須恵器・灰釉陶器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる輸入ന磁ยが出土した。
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土坑138

　̗̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.8̼、南北長໿1.2̼、ਂさ໿0.5̼でఈ面は丸Έ

をଳびているପԁ形の土坑である。土坑104のఈ面より検出し、土坑104の構ங時にຒΊられたも

のと思われる。また、溝032ともॏなり合っているが、土坑104により前後関܎はෆ໌である。ຒ

土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘釉

陶器・灰釉陶器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器・瓦質土器・輸入ന磁ยが出土した。

ʤ溝ʥ

溝032（図23、図版15－２）

　̗４〜̗̔・̘４〜̘̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿1.2̼、南北長໿11.6̼、ਂ

さ໿0.2̼でఈ面は丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。１区第４面で検出した溝032のଓきで

ある。第３面で検出した溝031の௚下にҐஔ͢る。土坑104に੾られている。ຒ土はࠇ৭೪質シϧ

τで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘釉陶器・灰釉陶器、

。られる瓦器・瓦質土器・焼締陶器・輸入ന磁ยが出土した͑ߟと࢈の所ࠒل13ੈ

溝107

　̖６〜̘６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿5.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面

は丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。溝032に੾られている。ຒ土はԫ灰৭೪質土で小石をؚ

Ή。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器

ยが出土した。

溝118

　̖６〜̗６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿3.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.06̼でఈ面は

丸Έをଳびている東西ํ޲の溝である。溝032に੾られている。ຒ土はԫ灰৭೪質土で小石をؚ

Ή。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師

器・瓦器・輸入ന磁ยが出土した。

溝127（図23）

　̘４〜̘̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.8̼、南北長໿3.7̼、ਂさ0.12̼でఈ面は

丸Έをଳびている南北ํ޲の溝である。ຒ土は׊灰৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの

所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器・྘釉陶器ยが出土した。

ʤ柱穴ʥ

柱穴070

　̖̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.16̼でఈ面は丸Έを
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ଳびている΍΍ํ形の柱穴である。ຒ土は柱ࠟが׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΈ、掘ํが׊灰৭シϧτ

で小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟ

られる瓦器ยが出土した。

柱穴071（図23、図版15－１）

　̯̑〜̖̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿0.6̼、ਂさ0.15̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は柱ࠟが׊灰৭シϧτで掘ํがԫ灰৭シϧτで᛽をؚΉ。遺物は12ੈل

末ࠒの所࢈と͑ߟられる土師器皿が柱ࠟ上よりまとまって出土した。建物のഇઈにあたりࡇ᛾と

してຒೲされた可能性がある。

柱穴098

　̖̑〜̗̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.6̼、南北長0.65̼、ਂさ0.15̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は׊灰৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・

須恵器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる輸入ന磁ยが出土した。

柱穴100

　̯̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長0.35̼、ਂさ0.02̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ఈ面に径໿0.1̼の礎石をਾ͑ている。遺物の出土は無

かった。

柱穴102

　̖̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.2̼、南北長໿0.2̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊灰৭シϧτである。ఈ面に径໿0.1̼の礎石をਾ͑ている。遺物は̕〜11ੈ

られる瓦質土器ยが͑ߟと࢈の所ࠒلられる土師器・須恵器・྘釉陶器、13ੈ͑ߟと࢈の所ࠒل

出土した。

柱穴105

　̗６で検出した。検出時のن໛は、東西長0.45̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器

ยが出土した。整地層からのࠞ入と思われる。

柱穴110

　̖̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。柱穴111を੾っている。ຒ土は׊灰৭シϧτである。遺物は13ੈࠒلの所࢈と͑ߟら

れる土師器ยが出土した。
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柱穴111

　̖̓〜̖̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.02̼でఈ面は

丸Έをଳびている。柱穴110に੾られている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は13ੈࠒلの所࢈

と͑ߟられる東೻ܥ須恵器ുยが出土した。

柱穴112

　̗̓〜̘̓で検出した。検出時のن໛は、東西長0.45̼、南北長0.55̼、ਂさ0.15̼でఈ面は丸

Έをଳびている΍΍ํ形の柱穴である。溝032を੾っている。ຒ土はࠇ৭シϧτである。遺物の出

土は無かった。

柱穴113

　̘̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.02̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ఈ面に径໿0.3̼の礎石をਾ͑ている。遺物は̕〜11ੈ

。られる須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟと࢈の所ࠒل

柱穴114

　̙̓で検出した。検出時のن໛は、東西長0.45̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵

器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出土した。

柱穴117

　̖６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器

ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴119

　̖６〜̗６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.03̼でఈ面は

丸Έをଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。ຒ土上に径໿0.2̼の൘がਾ͑られており、礎൘

として༻いられた可能性がある。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・灰釉陶器ยが

出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴121

　̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長0.45̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器

ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。
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柱穴122

　̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。柱穴123に੾られている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と

。られる土師器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる͑ߟ

柱穴123

　̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長0.25̼、南北長0.25̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έをଳ

びている。柱穴122を੾っている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟ

られる土師器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴124

　̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵

器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出土した。

柱穴125

　̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長0.55̼、南北長໿0.5̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτで小石をؚΉ。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・

須恵器ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴128

　̘̑で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.2̼、南北長0.25̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物の出土は無かった。

柱穴131

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物の出土は無かった。

柱穴132

　̙６で検出した。検出時のن໛は、東西長0.25̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵

器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器ยが出土した。

柱穴133

　̖̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長0.45̼、ਂさ0.05̼でఈ面は丸Έを



−51−

1

12 2

1

１ 7.5YR4/1褐灰色シルト　小石・遺物含

１ 10YR4/1褐灰色シルト　遺物含
䠎 2.5Y4/1黄灰色シルト　♟含

１ 10YR2/1黒色粘質シルト　小石・遺物含

Y=-24,468

X=-112,076

Y=-24,461Y=-24,463

X=-112,074

X=-112,076

X=-112,078

X=-112,080

X=-112,082

X=-112,084

X=-112,072
H=20.0m

W E

S N

H=20.0m

H=20.0m

W E

a

a’
a a’

b
b’

b
b’

X=-112,075

⁁032

⁁127

⁁032

⁁127

⁁㻜㻟㻞䞉㻝㻞㻣

ᰕ✰㻜㻣㻝

N

N

０ 50cm

０ 䠎ｍ

図 23　2区溝 032・127 平面・断面図（１：60）、柱穴 071平面・断面図（１：20）



−52−

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵

器、13ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる瓦器・輸入青磁ยが出土した。

柱穴134

　̯６で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.04̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器ยが出土

した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴136

　̘̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.4̼、南北長໿0.4̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は̕〜11ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる土師器・須恵器

ยが出土した。整地層からのࠞ入とΈられる。

柱穴137

　̘̔で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.5̼、南北長0.15̼、ਂさ໿0.1̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。南端は調査区外である。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物の出土は無かった。

柱穴139

　̯̓で検出した。検出時のن໛は、東西長໿0.3̼、南北長໿0.3̼、ਂさ0.03̼でఈ面は丸Έを

ଳびている。ຒ土は׊ࠇ৭シϧτである。遺物は12ੈل末ࠒの所࢈と͑ߟられる土師器皿が柱ࠟ

に伏せた状ଶで出土した。建物のഇઈにあたりࡇ᛾としてຒೲされた可能性がある。

（ᶛ）下層（図６・̓）

　第４面の全景ࣸਅࡱӨ、遺構ଌྔ後に調査区の南側と西側を断ׂり、下層の֬ೝを行った。第４

面の第̓層の下層からはࠇ৭࠭質シϧτ層の第̔層を検出し、さらにͦの下層からは࠭᛽層を検

出した。چՏ઒౳によるࣗવଯ積層と͑ߟられる。遺物の出土は無かった。

３　出土遺物
　遺物はコϯςφで44ശ分出土した（ද３）。ଟくが第２面整地層の第̑層内、第３面整地層の第

６層内からの出土で、平安時代前期の྘釉陶器・灰釉陶器、平安時代末期〜鎌倉時代の土師器・

須恵器・瓦器・瓦質土器・輸入青磁・輸入ന磁・瓦が出土した。また、２区第３面からは土坑墓内

にຒೲされたと͑ߟられる南北朝時代の土師器皿と漆器皿、１区第４面からは溝内にຒೲされた

鎌倉時代の完形の土師器皿と瓦器椀、溝のຒ土内から鎌倉時代の「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦ยが出

土した。



−53−

（１）１区

（ᶗ）第２面遺構出土遺物

ʤ溝ʥ

溝008（図24、図版17－２）

　須恵器のു（１）が出土した。ޱ径23.8DN、࢒ଘ器3.5ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓し、ޱԑ端෦は

௚ཱ͢る。内面・外面ともϩΫϩφσを施し、ޱԑ端෦にॏͶ焼きࠟが࢒る。12ੈل末〜13ੈل

前൒の東೻ܥの所࢈と͑ߟられる。整地層からのࠞ入と思われる。

溝028（図24、図版17－２）

　੉戸࢈のළ（２）ࢠと土師器の皿̣（３）が出土した。２はఈ径3.4DN、࢒ଘ器5.6ߴDN、಑か

ら٭෦にか͚てくびれ、ఈ෦はճసࢳ੾ࠟが࢒る。外面に׊釉を施͢。15ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟ

られる。෹具の՚ළと思われる。３はޱ径13.0DN、器2.5ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱ

ԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。６̗にଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟ

られる。整地層からのࠞ入と思われる。

ʤ第２面整地層内（第̑層）ʥ（図24、図版17−１）

　石製品（４）と焼締陶器௷（̑）と石器（６）が出土した。４は水晶製の装飾具と思われる。࢒

ଘ長3.0DN、෯0.8DN、ްさ0.8DN、ॏྔ2.9H、ࠜݩはܽଛしている。̔面の面औりを施し、ઌ端を

ઑらせる。෹具の装飾と思われる。̑は࢒ଘ器8.9ߴDN、ޱԑ端෦はܽଛ͢る。内面・外面ともϩ

Ϋϩφσを施͢。14ੈل後൒〜15ੈلのৗ׈焼と͑ߟられる。６はຏ製石ිである。長さ11.3DN、

表３　遺物概要表

時代 内༰ コϯςφ਺ " ϥϯΫ఺਺ # ϥϯΫ
఺਺

$ ϥϯΫ
ശ਺

弥ੜ時代 石器 ຏ製石ි１

平安時代前期 ྘釉陶器、灰釉陶器、
瓦 ྘釉陶器１、灰釉陶器３、軒丸瓦１

平安時代末期〜
鎌倉時代

土師器、須恵器、瓦
器、瓦質土器、山茶
椀、輸入青磁、瓦

土師器 18、須恵器２、瓦器椀 10、
瓦器皿１、瓦質土器１、山茶椀３、
輸入青磁２、軒丸瓦１

南北朝時代
土師器、須恵器、瓦
質土器、漆器、石製
品、木製品

土師器 11、須恵器ᙈ１、瓦質土器
ು２、ৗ１׈、漆器皿１、石ು１、
柱２ࡐ、൘１ࡐ、

室町時代前期〜
中期

石製品、焼締陶器、
施釉陶器、輸入銭

水晶製製品１、ৗ１௷׈、੉戸ළࢠ
１、輸入銭２

合ܭ 49 ശ 69 ఺（̔ശ） 0 ఺ 41 ശ

ˎコϯςφശ਺は、整ཧஈ֊で̑ശ૿Ճした。
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෯3.5DN、ްさ2.9DN、ॏྔ234Hで、４面の๮状にՃ޻し、ઌ端はද面がେきくཪ面が؇΍かに܏

ࣼし、ൎਕとなる。全面に࢖༻ࠟがある。弥ੜ時代後期ࠒの所࢈と͑ߟられる。

（ᶘ）第３面遺構出土遺物

ʤ溝ʥ

溝031（図24、図版18－１）

　土師器皿̣（̓）と瓦器椀（̔）が出土した。̓はޱ径14.5DN、器3.3ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓

しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。６̗にଐし、13ੈل前൒

。ଘ෯3.5DN、内面にϛΨΩを施͢࢒、ଘ長2.6DN࢒、られる。̔はମ෦の小ยで͑ߟと࢈の所ࠒ

。られる。̓・̔とも整地層からのࠞ入と思われる͑ߟと࢈の所ل13ੈ

ʤ柱穴ʥ

柱穴019（図25）

　木製品の柱ࡐ（̕）が出土した。࢒ଘ長46.7DN、෯14.2DN、ްさ13.6DN、側面に̔面の面औり

を施͢八֯柱である。柱穴内の礎石上にਾ͑られるようにఈ面は平らにՃ޻を施͢。ఈ面から10.0DN

の෦分に෯6.0DNの੾りࠐΈがある。上෦はܽଛし、建物のഇઈのࡍに地上面から上の柱を੾断し、

。がͦのまま整地でຒΊられたものと思われるࡐされた下෦の柱࢒

柱穴020（図25）

　木製品の柱（10）ࡐが出土した。࢒ଘ長40.5DN、෯11.4DN、ްさ11.2DN、側面に̔面の面औり

を施͢八֯柱である。柱穴内の礎石上にਾ͑られるようにఈ面は平らにՃ޻を施͢。上෦はܽଛ

し、建物のഇઈのࡍに地上面から上の柱を੾断し、࢒された下෦の柱ࡐがͦのまま整地でຒΊら

れたものと思われる。

ʤ第３面整地層内（第６層）ʥ（図24）

　྘釉陶器皿（11）、瓦器皿（12）、石ು（13）が出土した。11はఈ径5.9DN、࢒ଘ器2.0ߴDN、ߴ

୆はష෇ߴ୆で、ఈ面はճసࢳ੾ࠟが࢒る。内面・外面ともΦリーϒԫ৭の྘釉を施͢。̕ੈࠒل

の所࢈と͑ߟられる。12はޱ径9.3DN、器1.5ߴDN、ޱԑ෦は外൓し、ޱԑ端෦内面に௜ઢを施͢。

のϛΨΩを施޲ԑ෦から内面にか͚てϤコφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。内面は全ମにԣํޱ

し、外面はޱԑ෦にԣํ޲のϛΨΩを施͢。ೇ༿࢈で13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。13はମ

෦ยで、࢒ଘ長5.0DN、࢒ଘ෯6.1DN、ॏྔ91.0H、׈石製で外面に௳を削り出͢。外面にはഗが෇

ண͢る。14ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられるが、断面෦分をຏいてՃ޻したࠟが見られるたΊ、ഁย

をՃ޻しԹ石として࠶ར༻したものと思われる。
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（ᶙ）第４面遺構出土遺物

ʤ土坑ʥ

土坑045（図24、図版19－2）

　山茶椀（14）が出土した。ఈ径7.0DN、࢒ଘ器3.8ߴDN、ߴ୆はష෇ߴ୆でఈ෦にճసࢳ੾ࠟが

第̑形式にଐし、12ܕがある。ඌுࠟ༺࢖Έ෦分にࠐる。内面・外面ともϩΫϩφσを施͢。見࢒

。られる͑ߟと࢈の所ࠒ前൒ل末〜13ੈلੈ

ʤ溝ʥ

溝032（図24・26、図版16－１、18－２、19－１）

　土師器皿̣（15〜19）、瓦器椀（20〜24）、軒丸瓦（25）が出土した。15はޱ径8.6DN、器ߴ

1.3DN、ޱԑ෦は外൓͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てϤコφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。ఈ෦

は΍΍内側にԜΉ。ޱԑ端෦に༉Ԏが෇ண͢る。６̘にଐし、13ੈل൒͹〜後൒の所࢈と͑ߟられ

る。16はޱ径9.3DN、器1.7ߴDN、ޱԑ෦は外൓͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦

はΦサΤを施͢。６̘にଐし、13ੈل൒͹〜後൒の所࢈と͑ߟられる。17はޱ径14.0DN、࢒ଘ

器3.1ߴDN、ޱԑ෦は外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。

６̖にଐし、12ੈل末〜13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。18はޱ径14.0DN、器3.0ߴDN、ޱԑ

෦は外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。６̖にଐし、12

ԑ෦は外൓しංްޱ、3.1DNߴ径13.6DN、器ޱられる。19は͑ߟと࢈の所ࠒ前൒ل末〜13ੈلੈ

͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。６̗にଐし、13ੈل前൒ࠒの所

。ԑ端෦内面に௜ઢを施͢ޱ、ԑ෦は外൓しޱ、5.0DNߴଘ器࢒、径14.6DNޱられる。20は͑ߟと࢈

内面はԣํ޲の៛ີなϛΨΩを施し、外面はΦサΤを施͢。ߴ୆はష෇ߴ୆である。ೇ༿ܕᶙ−１

にଐし、12ੈل末〜13ੈل前൒の所࢈と͑ߟられる。21はޱ径14.5DN、ఈ径4.9DN、器4.9ߴDN、

Έにらせん状のࠐの៛ີなϛΨΩ、見޲ԑ端෦内面に௜ઢを施͢。内面はԣํޱ、ԑ෦は外൓しޱ

ϛΨΩを施し、外面はΦサΤを施͢。ߴ୆はష෇ߴ୆である。ೇ༿ܕᶙ−１にଐし、12ੈل末〜13

、ԑ෦は΍΍外൓しޱ、5.2DNߴ径14.8DN、ఈ径5.1DN、器ޱられる。22は͑ߟと࢈前൒の所لੈ

Έにらせん状のϛΨΩを施し、外ࠐの៛ີなϛΨΩ、見޲ԑ端෦内面に௜ઢを施͢。内面はԣํޱ

面はΦサΤの後にޱԑ෦にૈいϛΨΩを施͢。ߴ୆はష෇ߴ୆である。ೇ༿ܕᶘ−３にଐし、12ੈ

ԑ෦は΍΍外൓ޱ、5.0DNߴ径14.8DN、ఈ径5.2DN、器ޱられる。23は͑ߟと࢈の所ࠒ後൒〜末ل

しޱԑ端෦内面に௜ઢを施͢。内面はԣํ޲のૈいϛΨΩ、見ࠐΈにらせん状のϛΨΩを施し、外

面はΦサΤの後にૈいϛΨΩを施͢。ೇ༿ܕᶘ−２にଐし、12ੈل後൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。24

はޱ径13.7DN、ఈ径4.6DN、器4.8ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓し、ޱԑ端෦に௜ઢを施͢。内面はԣ

୆ߴ୆はష෇ߴ。Έにらせん状のϛΨΩを施し、外面はΦサΤを施͢ࠐの៛ີなϛΨΩ、見޲ํ

である。ೇ༿ܕᶙ−２にଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。25はਪఆ瓦౰径15.0ᶲ、࢒ଘ

瓦౰ް4.1ᶲ、瓦౰面には「陀」の文ࣈと区ըのತઢ、外区とを区੾るݍઢを施͢。内面はφσを

施し、外側に޲かうにैい΍΍外൓͢る。端෦は丸瓦との઀ଓ面がണ཭したと思われるܽଛがあ
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る。この軒丸瓦のྨ例として、兵庫県小野市の浄土寺から出土した「南無阿弥陀佛」文の軒丸瓦が

あり、૑建時の浄土寺の瓦をੜ࢈したとされる兵庫県神戸市の神出窯跡からも同༷の瓦が出土し

ている。浄土寺および神出窯跡出土の軒丸瓦は「南無阿弥陀佛」の６文ࣈをҰͣࣈつತઢで区੾っ

ているが、溝032出土軒丸瓦も文ࣈを区੾ったತઢが見られる。軒丸瓦の出土例はաڈには浄土

寺と神出窯跡の２ϲ所しかなく、溝032出土の軒丸瓦は浄土寺とԿらかの関܎があったと͑ߟら

れる。たͩし、「陀」の書ମがҟなること、外区にघ文が無いことなͲҟなる఺もある。ੜ࢈され

た৔所はෆ໌ͩが、出土した遺構および浄土寺、神出窯跡出土の軒丸瓦のྨ例から12ੈل末〜13

。と૝ఆされる࢈の所ࠒ前൒لੈ
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図 24　出土遺物１（１：２、１：４）
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図 25　出土遺物２（１：４）
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溝033（図26、図版19－１・２）

　土師器皿̣（26・27）、瓦器椀（28）、山茶椀（29）が出土した。26はޱ径8.7DN、器1.8ߴDN、

ԑのޱ。ԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢ޱ。ԑ෦は΍΍外൓しංް͢るޱ

Ұ෦をଧちܽき、ޱԑ端෦に༉Ԏが෇ணしている。６̘にଐし、13ੈل൒͹〜後൒ࠒの所࢈と͑ߟ

られる。27はޱ径14.1DN、器2.5ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施

し、ఈ෦はΦサΤを施͢。６̗にଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。28はޱ径14.6DN、ఈ径

5.2DN、器5.2ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓し、ޱԑ端෦内面に௜ઢを施͢。内面はԣํ޲の៛ີなϛΨ

Ω、見ࠐΈにྠՖを໛したと思われるϛΨΩを施し、外面はΦサΤの後にޱԑ෦にϛΨΩを施͢。
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図 26　出土遺物３（１：４）
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ೇ༿ܕᶘ−３にଐし、12ੈل後൒〜末ࠒの所࢈と͑ߟられる。29はఈ径7.7DN、࢒ଘ器2.6ߴDN、

第̑形式ܕる。内面・外面ともϩΫϩφσを施͢。ඌு࢒੾ࠟがࢳ୆で、ఈ෦はճసߴ୆はష෇ߴ

にଐし、12ੈل末〜13ੈل前൒の所࢈と͑ߟられる。

溝043（図26、図版18－２）

　土師器皿̣（30）が出土した。ޱ径14.2DN、器2.7ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ෦

から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。６̖にଐし、12ੈل末〜13ੈل前൒ࠒの所࢈

と͑ߟられる。

溝044（図26、図版18－２、19－２）

　土師器皿̣（31）、瓦質土器൫（32）が出土した。31はޱ径14.6DN、器2.7ߴDN、ޱԑ෦は΍΍

外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦は൘ѹࠟのあるΦサΤを施͢。６̖に

ଐし、12ੈل末〜13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。32はޱ径44.3DN、ఈ径26.9DN、器12.4ߴDN、

٭の៛ີなϛΨΩを施͢。ఈ෦に्޲ԑ端෦は平ୱである。内面・外面ともԣํޱԑ෦は外൓しޱ

のష෇٭෦を施͢。12ੈل末〜13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。

（２）２区

（ᶗ）第２面遺構出土遺物

ʤ溝ʥ　

溝068（図28、図版20－１）

　輸入銭（33・34）が出土した。33はݩ๛通ๅで、径2.4DN、ްさ0.14DN、ॏさ2.0Hである。ݩ๛

通ๅは北૙時代ݩ๛年間（1078〜1085年）にர଄されたもので、ர଄ྔもଟく日本へଟྔに輸出

された。34は։ݩ通ๅで、径2.25DN、ްさ0.11DN、ॏさ2.0Hである。։ݩ通ๅは౜時代（621〜

907年）にர଄されたもので、日本へଟྔに輸出された。

ʤ第２面整地層内（第̑層）ʥ（図28）

　輸入青磁（35）が出土した。ޱ径10.9DN、ఈ径4.0DN、器2.1ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓͢る。内

面・外面ともΦリーϒ྘৭の釉を施し、内面に֢Ֆ文とඈ᭍文の文༷を施͢。ఈ෦は釉をṞ͗औっ

ている。中ࠃ、同安窯ܥの製品で、12ੈل後൒ࠒの所࢈である。

（ᶘ）第３面遺構出土遺物

ʤ土坑ʥ

土坑074（図27・28）

　焼締陶器ᙈ（36）、൘（37）ࡐが出土した。36は࢒ଘ器20.8ߴDN、෯17.5DN、内面はԣํ޲のφ

σを施し、外面は֨ࢠ໨のλλΩを施͢。14ੈل末〜15ੈل前൒ࠒのৗ׈焼と͑ߟられる。37は࢒ଘ
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䠎区
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図 27　出土遺物４（１：４）
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長84.9DN、෯28.5DN、ްさ1.9DN、྆端ともに３〜４DNの੾りࠐΈを入れる。Ұํには２ϲ所޸

を։͚ている。૊Έ合わせ式の木׹の൘ࡐと思われる。

土坑077（図28・29、図版16－２、20－２、21－１）

　土師器皿̣（38〜42）、土師器皿̨（43・44）瓦質土器ು（45・46）、須恵器ᙈ（47）、漆器皿

（48）が出土した。38はޱ径6.9DN、器1.6ߴDN、ޱԑ෦はେきく外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面

にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施し、内側へԜませる。̖̕にଐし、15ੈل前൒ࠒの所࢈と

ԑ෦から内面にか͚てφޱ。ԑ෦はେきく外൓͢るޱ、1.7DNߴ径7.4DN、器ޱられる。39は͑ߟ
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図 28　出土遺物５（１：２、１：４）
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σを施し、ఈ෦はΦサΤを施し内側へԜませる。̖̕にଐし、15ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。

40はޱ径10.8DN、器2.4ߴDN、ޱԑ෦はେきく外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施

し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̔にଐし、14ੈل末ࠒの所࢈と͑ߟられる。41はޱ径11.2DN、器ߴ

2.8DN、ޱԑ෦は外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̔

にଐし、14ੈل末ࠒの所࢈と͑ߟられる。42はޱ径10.9DN、器2.6ߴDN、ޱԑ෦は外൓しංް͢

る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̔にଐし、14ੈل末ࠒの所࢈と

ߟ ら͑れる。43はޱ径11.0DN、器2.7ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚て

φσを施し、ఈ෦はΦサΤを施 。̗̓͢にଐし、13ੈل末〜14ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。44

はޱ径11.4DN、器2.8ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、

ఈ෦にΦサΤを施͢。ޱԑ端෦にഗが෇ண͢る。̗̓にଐし、13ੈل末〜14ੈل前൒ࠒの所࢈と

ԑ端෦は平ޱ、にཱち上͛ࣈԑ෦は「く」のޱ、13.2DNߴଘ器࢒、径28.0DNޱられる。45は͑ߟ

ୱである。ޱԑ෦はφσ、内面はϋέのち൘φσを施し、外面からఈ෦はΦサΤを施͢。外面全

ମにഗが෇ண͢る。15ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。46は࢒ଘ器10.9ߴDN、内面はφσを施し、

外面は֨ࢠ໨のλλΩ、ఈ෦はΦサΤを施͢。15ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。47はޱ径28.0DN、

ԑ෦はφσを、内面はϋέφσを施し、外面は֨ޱ。となるࣈԑ෦は「く」のޱ、33.1DNߴଘ器࢒

ԑ෦は΍΍外ޱ、1.2DNߴ径9.0DN、器ޱ໨λλΩを施͢。全ମతにຎ໓と෩化がܹしい。48はࢠ

൓しංް͢る。内面・外面ともϩΫϩで木地を削り出したࡍのࠟが࢒る。内面・外面にࠇ漆を施

し、内面に੺漆で૲Ֆと思われる漆ֆを施͢。14ੈل末ࠒの所࢈と͑ߟられる。

ʤ溝ʥ

溝031（図29、図版20－２）

　土師器皿̣（49）が出土した。ޱ径11.8DN、࢒ଘ器2.2ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱ

ԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̔にଐし、14ੈل末ࠒの所࢈と͑ߟら

れる。

ʤ礎石建物ʥ

　礎石建物141を構੒͢る柱穴082・083より、土師器皿が出土した。

柱穴082（図29、図版20－２）

　土師器皿̣（50）が出土した。ޱ径9.8DN、器2.1ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ෦

から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̔にଐし、14ੈل末ࠒの所࢈と͑ߟられ

る。

柱穴083（図29、図版20－２）

　土師器皿 （̣51）が出土した。ޱ径8.8DN、࢒ଘ器1.3ߴDN、ޱԑ෦はେきく外൓しංް͢る。内

面・外面ともφσを施͢。̗̔にଐし、14ੈل末ࠒの所࢈と͑ߟられる。
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図 29　出土遺物６（１：４）
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ʤ第３面整地層内（第６層）ʥ（図29、図版20−２、21−２）

　土師器皿̣（52）、須恵器ു（53）、山茶椀（54）、軒丸瓦（55）が出土した。52はޱ径8.4DN、器

ԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施し、内側へ΍ޱ。ԑ෦はංް͢るޱ、1.6DNߴ

΍Ԝませる。̖̓にଐし、13ੈل後൒〜末ࠒの所࢈と͑ߟられる。53はޱ径28.6DN、ఈ径9.0DN、器

に͢る。内面・外ޱԑ෦のҰ෦をԜませてยޱ。ԑ端෦は௚ཱ͢るޱԑ෦は΍΍外൓しޱ、10.7DNߴ

面ともϩΫϩφσを施し、ఈ෦はέズリを施͢。見ࠐΈ෦分は࢖༻ࠟによりຎ໓している。東೻ܥの

こͶുでᶙ−２ྨにଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。54は山茶椀である。ఈ径7.2DN、࢒ଘ

器3.7ߴDN、ߴ୆はష෇ߴ୆で、ఈ෦はճసࢳ੾ࠟが࢒る。内面・外面ともϩΫϩφσを施͢。見ࠐ

Έに࢖༻ࠟがあり、ߴ୆とఈ෦にഗが෇ண͢る。ඌுܕ第̑ܕ式にଐし、12ੈل末〜13ੈل前൒ࠒ

の所࢈と͑ߟられる。55はਪఆ瓦౰径16.0ᶲ、࢒ଘ瓦౰ް3.8ᶲ、ཪ面はέズリを施し、丸瓦との઀

合ࠟが࢒ଘ͢る。瓦౰面は複ห࿇՚文であり、外区にच文がある。̔ੈࠒلの所࢈と͑ߟられる。

（ᶙ）第４面遺構出土遺物

ʤ土坑ʥ

土坑104（図29、図版22－１）

　土師器皿（56）が出土した。ఈ径6.6DN、࢒ଘ器1.9ߴDN、内面・外面ともϩΫϩφσを施し、ఈ

෦はճసࢳ੾ࠟが࢒る。中Ҫ३࢙ࢯの京都࢈土師器の分ྨ（１）による皿̙に౰たるものと思われ、

。られる͑ߟと࢈の所ࠒ前൒ل13ੈ

土坑108（図29、図版22－２）

　瓦器椀（57）が出土した。ޱ径15.5DN、ఈ径4.8DN、器5.3ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓し、ޱԑ端

෦内面に௜ઢを施͢。内面はԣํ޲の៛ີなϛΨΩを施し、外面はΦサΤを施͢。ߴ୆はష෇ߴ୆

である。ೇ༿ܕᶙ−２にଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。

土坑109（図29、図版22－１）

　土師器皿̣（58）が出土した。ޱ径10.2DN、器1.7ߴDN、ޱԑ෦は外൓しංް͢る。ޱԑ෦から

内面にか͚てφσを施͢。６̗にଐし、13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。

土坑120（図29）

　瓦器椀（59）が出土した。ޱ径15.8DN、࢒ଘ器4.4ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ端

෦内面に௜ઢを施͢。内面・外面ともԣํ޲の៛ີなϛΨΩを施͢。ೇ༿ܕᶘ−１にଐし、12ੈ

。られる͑ߟと࢈の所ࠒ前൒ل

土坑130（図29、図版22－２）

　灰釉陶器椀（60）が出土した。ޱ径14.2DN、࢒ଘ器5.5ߴDN、ޱԑ෦は外൓͢る。内面・外面と
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もϩΫϩφσを施͢。ޱԑ෦のҰ෦に施釉がある。ߴ୆はష෇ߴ୆である。10ੈل後൒〜11ੈل

前൒ࠒのԐ౤ܥの所࢈と͑ߟられる。

土坑138（図29、図版22－２）

　瓦器椀（61）が出土した。ޱ径14.6DN、ఈ径6.2DN、器4.7ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱ

ԑ端෦上面に௜ઢを施͢。内面はԣํ޲の៛ີなϛΨΩを施し、外面はΦサΤのちޱԑ෦にϛΨΩを

施͢。ߴ୆はష෇ߴ୆である。େ࿨ܕᶙ−̖৽にଐし、12ੈل末〜13ੈل前൒ࠒの所࢈と͑ߟられ

る。

ʤ溝ʥ

溝032（図29、図版22－２）

　灰釉陶器椀（62・63）が出土した。62はޱ径14.6DN、ఈ径6.4DN、器5.3ߴDN、ޱԑ෦は外൓し

ංް͢る。内面・外面ともϩΫϩφσを施͢。ߴ୆はష෇ߴ୆である。見ࠐΈ෦分に࢖༻ࠟがあ

る。10ੈل後൒〜11ੈل前൒ࠒのԐ౤ܥの所࢈と͑ߟられる。63はఈ径8.0DN、࢒ଘ器2.6ߴDN、

内面はϩΫϩφσを施し、外面はճసϔϥέズリを施͢。ߴ୆はష෇ߴ୆である。内面全ମに漆が

෇ணしており、漆器を製͢࡞る޻๪で漆を入れる器として࢖༻されていたものと思われる。10ੈل

後൒〜11ੈل前൒ࠒのԐ౤ܥの所࢈と͑ߟられる。

ʤ柱穴ʥ

柱穴071（図29、図版22－１）

　土師器皿 （̣64・65・66）が出土した。64はޱ径10.1DN、器1.8ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް

͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̑にଐし、12ੈل൒͹〜後൒

ԑ෦からޱ。ԑ෦は΍΍外൓しංް͢るޱ、1.8DNߴ径10.0DN、器ޱられる。65は͑ߟと࢈の所ࠒ

内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̑にଐし、12ੈل൒͹〜後൒ࠒの所࢈と͑ߟら

れる。66はޱ径10.2DN、器1.7ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ෦から内面にか͚てφσ

を施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̑にଐし、12ੈل൒͹〜後൒ࠒの所࢈と͑ߟられる。

柱穴098（図29、図版22－１）

　土師器皿̣（67）が出土した。ޱ径9.5DN、器2.6ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ෦

から内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̑にଐし、12ੈل൒͹〜後൒ࠒの所࢈とߟ

͑られる。

柱穴133（図29、図版22－２）

　輸入青磁椀（68）が出土した。ޱ径14.5DN、ఈ径4.6DN、器5.3ߴDN、内面・外面ともΦリーϒ

ԫ৭の釉を施͢。ޱԑ端෦をわͣかにԜませてྠՖと͢る。ޱԑ෦内面に௜ઢを施し、内面に֢Ֆ
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文のҰ෦と思われる文༷を施͢。12ੈل末〜13ੈل前൒ࠒのཾઘ窯ܥの所࢈と͑ߟられる。

柱穴139（図29）

　土師器皿̣（69）である。ޱ径14.1DN、器2.5ߴDN、ޱԑ෦は΍΍外൓しංް͢る。ޱԑ෦から

内面にか͚てφσを施し、ఈ෦はΦサΤを施͢。̗̑にଐし、12ੈل൒͹〜後൒ࠒの所࢈と͑ߟら

れる。

ம

 （１）　中Ҫ३࢙「土師器」　৽版ʰ֓આ　中ੈの土器・陶磁器 　ɦਅཅ社　2022年
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第ᶚষ　まとΊ

〜わる遺構は֬ೝできなかったが、室町時代前期܎ճの調査では、૝ఆされていた西市外町にࠓ　

中期の第２面からは溝、南北朝時代の第３面からは土坑・溝・礎石建物、平安時代末期〜鎌倉時代

の第４面からは土坑・溝・柱穴を֬ೝした。出土遺物としては平安時代〜鎌倉時代の土器ྨのଞに、

੉戸࢈の՚ළ΍水晶製装飾具、「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦といった寺Ӄと関わりのある遺物にՃ͑、

土坑墓にຒೲされた漆器皿౳があ͛られる。特に「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦は、兵庫県小野市の浄

土寺および浄土寺の瓦をੜ࢈した神戸市の神出窯跡以外にお͚る初の出土例という特ච͢΂き఺

がある。

１　֤面の検出遺構について（図30〜33）
　第１面は整地はされているものの、１区２区共にݦ著な遺構は֬ೝできなかった。

　第２面は෯໿1.5〜2.0̼の溝（溝008・012・028）と෯໿0.3̼前後の溝を検出した。１区検出の

溝は全て南北ํ޲であり、２区では東西ํ޲の溝も検出した。෯໿0.3̼前後の溝は࡞ߞ溝と思われ

る。෯1.5〜2.0̼の溝はਅ北にରしほぼৼれが無いたΊ、区ըの溝と思われる。

図 30　１・２区第 2面平面図（１：200）
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　第３面は෯໿2.0̼の溝（溝031）、礎石建物（礎石建物140・141・142）、柱列（柱列143）、土坑

（土坑074・075・077）を検出した。溝031は第２面で検出した溝012の௚下に構ஙされており、第

３面が整地土でຒΊཱてられた後も、溝031を౿ऻ͢る形で同じҐஔに溝012が構ஙされているこ

とになる。礎石建物140は東西３間、南北２間の૯柱建物で、東西の柱間は໿2.0̼（໿7ई）、南

北の柱間は໿1.8̼（໿６ई）である。礎石建物142は東西１間、南北２間で、東西の柱間は໿

2.7̼（໿̕ई）、南北の柱間は໿2.4̼（໿̔ई）である。礎石建物141は東西２間、南北２間の૯

柱建物であり、東西の柱間は໿2.7̼（໿̕ई）、南北の柱間は໿2.4̼（໿̔ई）である。柱列143

は東西３間の柱列で、柱穴のఈには礎石がਾ͑られており、ͦの上に柱ࡐが࢒されていた。柱は̔

面の面औりがされており、いわΏる寺社建ஙにおいてচ下に༻いられる八֯柱と思われる。八֯柱

はԁ柱の下෦の見͑にくいՕ所を؆ུ化͢るたΊに༻いられたٕ๏で、南北朝時代ࠒから出͢ݱ

る（１）。土坑074は長࣠が南北ํ޲の長ํ形の土坑墓で、土坑内からは൘ࡐが出土した。૊Έ合わせ

のたΊの੾りࠐΈ΍ఝ౳でཹΊたと思われる޸もあり、ຒೲされた木׹であった可能性がある。土

坑075は長࣠を南北ํ޲に͚޲る長ํ形の土坑であり、土坑内からはݦ著な遺物の出土は無かった

が、土坑074と࣠ํ޲が同じであり、土坑074と同じく土坑墓の可能性がある。土坑077は長࣠を
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図 31　１・2区第 3面平面図（１：200）
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東西ํ޲に͚޲る΍΍三֯形の土坑墓で、土坑内からは土師器皿のଞに漆器皿が出土した。ຒ૴者

の෭૴品と૝ఆされる。

　土坑077は礎石建物141の中にೲまっており、土坑077のن໛に合わせ礎石建物141の柱間も東

西間が１ईほͲ長くなっている。礎石建物141は土坑077を覆っていた墓堂の໾ׂがあった可能性

がある。墓堂の例として、鎌倉時代の神ޢ寺ྠޒౝの四۱には１間四ํの覆堂の礎石が࢒されてお

り（２）、室町時代にඳかれたળ็寺ܮࢀჭᣡཏには、堂の内෦にྠޒౝがある墓堂とΈられる建物が

ඳかれている（３）。また、南側の１間分にۭ間があるが、墓前でڙཆ౳の๏ཁを行っていた可能性も

。られる（４）͑ߟ
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図 32　1・2区第 4面平面図（１：200）
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　第４面は෯໿1.2̼の溝（溝032・033）、東西ํ޲

の࡞ߞ溝、柱穴౳を検出した。溝032は第３面で検

出した溝031の௚下に構ஙされており、第４面が整

地土でຒΊཱてられた後も溝032を౿ऻ͢る形で同

じҐஔに溝031が構ஙされていることになる。また、

溝032内から完形をؚΉ土師器と瓦器椀がまとまっ

た形で出土した。また、溝033からも完形の瓦器椀

が出土した。溝をຒΊるࡍにԿらかのࡇ᛾をしてい

た可能性がある。溝032からは後ड़͢る「南無阿弥

陀佛」文の軒丸瓦が出土した。柱穴は柱ࠟに土師器

皿をຒೲした柱穴071と柱穴139が͛ڍられるが、

いͣれも建物としてのฒびを֬ೝできなかった。

２　溝012・031・032について（図34）
〜ճの調査では、第２面から溝012、第３面から溝031、第４面から溝032といった෯໿1.0ࠓ　

2.0̼の南北ํ޲の෯޿の溝を検出した。溝012は２区では削平౳でࣦわれたのか֬ೝできなかっ

たが、溝031・032は１区２区に౉り検出した。これらの溝は、整地によってຒΊཱてられた後も

同じҐஔにॏなるように構ஙされている。調査地は平安京四行八門での北࿡門東三行、北七門東三

行、北࿡門東四行、北七門東四行にҐஔし（̑）、東三行と東四行の境の西側໿1.0̼のҐஔに溝012・

031・032が構ஙされている。東三行と東四行の境にԊうように構ஙされていることから、東三行

と東四行の境に構ஙされた小径に൐う区ը溝の可能性が͑ߟられる。同༷の例として、右京八条二

坊八町、右京七条二坊十二町、右京八条二坊Ұ町の調査においても同じく小径に൐う区ը溝が検出さ

れている（̑）。たͩし、東三行と東四行の境の東側から検出した溝はҐஔがҰఆではなく、東三行と

東四行の境の西側の溝は平安時代〜室町時代中期に至るまで基४としてҐஔが౿ऻされたが、東

側は֤時代͝との状況にԠじม化したものと૝ఆされる。

図 33　善峯寺参詣曼荼羅（部分）

（大阪市立博物館『社寺参詣曼荼羅』より引用）
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図 34　区画溝変遷図（１：500）
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３　「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦について（図35〜37）
　１区第４面の溝032より「陀」のࣈがࠁまれた軒丸瓦の

Ұ෦が出土した。兵庫県小野市の浄土寺（６）および神戸市

の神出窯跡から同文の瓦が出土している（̓）。浄土寺出土

の瓦は、建̔ٱ年（1197）建ཱの浄土堂の૑建瓦で、神出

窯跡はͦの瓦をੜ࢈していた窯である。この「南無阿弥陀

佛」文軒丸瓦は、浄土寺および神出窯跡以外での出土例は

֬ೝされておらͣ、同文の瓦としては京都市内で初の出

土例となった（̔）。浄土寺はॏݯの։基で、૑建౰初に建

てられた浄土堂の柱ࡐの年ྠ年代ଌఆ๏の݁Ռから、଄

Ӧ։࢝から２年ほͲで建てられたと͑ߟられる（̕）。「南

無阿弥陀佛」文軒丸瓦はଞに出土例が֬ೝされていない

ことから、଄Ӧ期間にあたる２年間という୹い間に特஫

品としてੜ࢈された可能性がある。ͦの特ҟな瓦がࠓճ

の調査で出土したことから、ۙྡにかつてॏݯと関わり

のある寺Ӄがଘ在した可能性が͑ߟられるが、浄土寺例

および神出窯跡例とൺֱ͢ると、外区のच文がଘ在しな

いこと、「陀」の書ମがҟなることなͲҧいがいくつかあ

る。これらのࠩҟから同文ではあるが同ᣂ瓦ではないこ

とが໌らかであり、浄土堂の瓦を໛฿した製品である可能性も͑ߟられる。

図 35　浄土寺浄土堂
（執筆者撮影）

図 36　浄土寺浄土堂復元瓦
（執筆者撮影）

20cm0

小㔝ᕷί土ᑎฟ土㌺୸⎰ ⚄ᡞᕷ⚄ฟ❔㊧ฟ土㌺୸⎰

䈜小㔝ᕷί土ᑎฟ土㌺୸⎰のᐇ ᅗ䛿䚸小㔝ᕷ䛄小㔝ᕷྐ䛅第４ᕳ　ྐᩱ⦅䊠䚸
　 ⚄ᡞᕷ⚄ฟ❔㊧ฟ土㌺୸⎰のᐇ ᅗ䛿䚸明石ᕷ❧༤物㤋䛂明石のྂ௦䊡䛃ᥖ㍕のᅗ面䜢ᘬ⏝䚹

ᖹᏳிྑி୐᮲஧ᆓ༑஧⏫㊧・すᕷ㊧　溝032ฟ土㌺୸⎰

図 37　浄土寺・神出窯跡・溝 032出土軒丸瓦（１：４）
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　以上、ࠓճの調査では、平安京の西市外町に関͢る遺構は֬ೝできなかったが、平安時代末期〜

室町時代中期ࠒの四行八門の境քの小径に関わる区ը溝が200年༨りに౉って同じҐஔで౿ऻさ

れたこと、南北朝時代の墓堂と思われる建物を൐う土坑墓΍社寺建ஙの特௃を࣋つ柱ࡐの出土、

੉戸࢈の՚ළ、水晶製装飾具΍「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦の出土なͲ、౰地Ҭでの中ੈでの土地ར

༻΍寺Ӄ関܎のଘ在の可能性を໌らかに͢ることができた。

ம

 （１）　ۙ౻๛ʰݹ建ஙのࡉ෦ҙঊʱେՏ出版　1991年

௡৴໌ʰ日本にお͚る覆԰のྺ࢙についてٺ　（２）  　ɦཱࠃ文化財機構東京文化財ڀݚ所　2010年

 （３）　େࡕ市ཱത物ؗʰ社寺ܮࢀჭᣡཏʱ平ຌ社　1987年

 （４）　େࡕେ୩େֶ　ڱ઒ਅҰࢯから見ղを௖いた。

 （̑）　財ஂ๏ਓ　ݹ代ֶڠ会・ݹ代ֶڀݚ所編ʰ平安京ఏཁʱ֯઒書ళ　1994年

 （６）　小野市ʰ小野市࢙ʱ第四ר　࢙ྉ編ᶗ　小野市࢙編ࢊઐ門ҕһ会　1997年

 （̓）　発掘された໌石のྺ࢙ల࣮行ҕһ会ʰ໌石のྺ࢙ᶘ 　ɦ2014年

 （̔）　京都࢈業େֶ　ླ木ٱஉࢯおよび、小野市教ҭҕһ会　山本原໵ࢯからޚ教ࣔをいたͩいた。

 （̕）　小野市ཱؗݹ޷ʰ஌られ͟る浄土寺の至ๅ 　ɦ2021年

 ˞図 33 は西山ળ็寺、図 35・36 はָۃ山浄土寺のྃঝをಘてࡌܝした。
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ࡌܝ
/P 器種 器形 調査区 面 出土遺構 径ޱ

（ᶲ）
器ߴ

（ᶲ）
ఈ径

（ᶲ）
ް

（ᶲ） ৭調 උߟ

1 須恵器 ു １区 ２面 溝 008 23.8 （3.5） - -
/6�0 灰৭ 東೻ܥ

2 施釉陶器 ළࢠ １区 ２面 溝 028 - （5.6） 3.4 -
（釉）2.5:3�1 ৭׊ࠇ
（଻）10:38�1 灰ന৭

੉戸

3 土師器 皿 １区 ２面 溝 028 13.0 2.5 - -
2.5:38�1 灰ന৭ 皿 /

4 水晶製製品 装飾具か １区 ２面 第２面整地層内 長
（3.0）

෯
0.8 - 0.8

ॏさ　2.9H

5 焼締陶器 ௷ １区 ２面 第２面整地層内 - （8.9） - -
7.5:37�4 〜 6�4 にͿいᒵ৭ ৗ׈

6 石器 ຏ製石ි １区 ２面 第２面整地層内 長
11.3

෯
3.5 - 2.9

ॏさ　234H

7 土師器 皿 １区 ３面 溝 031 14.5 3.3 - -
2.5:8�2 灰ന৭ 皿 /

8 瓦器 椀 １区 ３面 溝 031 長
（2.6）

෯
（3.5） - 0.5

/3�0 ҉灰৭ ೇ༿ܕ

9 木製品 柱ࡐ １区 ３面 柱穴 019 長
（46.7）

෯
14.2 - 13.6

10 木製品 柱ࡐ １区 ３面 柱穴 020 長
（40.5）

෯
11.4 - 11.2

11 ྘釉陶器 皿 １区 ３面 第３面整地層内 - （2.0） 5.9 -
7.5:6�3 Φリーϒԫ৭

12 瓦器 皿 １区 ３面 第３面整地層内 9.3 1.5 - -
/3�0 ҉灰৭

13 石製品 石ು １区 ３面 第３面整地層内 長
（5.0）

෯
（6.1） - 2.5

ॏさ　91.0H

14 山茶椀 椀 １区 ４面 土坑 045 - （3.8） 7.0 -
/7�0 灰ന৭ ඌுܕ

15 土師器 皿 １区 ４面 溝 032 8.6 1.3 - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

16 土師器 皿 １区 ４面 溝 032 9.3 1.7 - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

17 土師器 皿 １区 ４面 溝 032 14.0 （3.1） - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

18 土師器 皿 １区 ４面 溝 032 14.0 3.0 - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

19 土師器 皿 １区 ４面 溝 032 13.6 3.1 - -
10:37�3 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

20 瓦器 椀 １区 ４面 溝 032 14.6 （5.0） - -
/3�0 ҉灰৭ ೇ༿ܕ

21 瓦器 椀 １区 ４面 溝 032 14.5 4.9 4.9 -
/3�0 ҉灰৭ ೇ༿ܕ

22 瓦器 椀 １区 ４面 溝 032 14.8 5.2 5.1 -
/3�0 ҉灰৭ ೇ༿ܕ

23 瓦器 椀 １区 ４面 溝 032 14.8 5.0 5.2 -
/3�0 ҉灰৭ ೇ༿ܕ

24 瓦器 椀 １区 ４面 溝 032 13.7 4.8 4.6 -
/3�0 ҉灰৭ ೇ༿ܕ

25 瓦 軒丸瓦 １区 ４面 溝 032 瓦౰径
（15.0） - - 瓦౰ް

（4.1）
/6�0 灰৭ 「南無阿弥陀佛」

軒丸瓦

26 土師器 皿 １区 ４面 溝 033 8.7 1.8 - -
2.5:7�2 灰ԫ৭ 皿 /

27 土師器 皿 １区 ４面 溝 033 14.1 2.5 - -
10:38�2 灰ന৭ 皿 /

28 瓦器 椀 １区 ４面 溝 033 14.6 5.2 5.2 -
/4�0 灰৭ ೇ༿ܕ

29 山茶椀 椀 １区 ４面 溝 033 - （2.6） 7.7 -
/7�0 灰ന৭ ඌுܕ

30 土師器 皿 １区 ４面 溝 043 14.2 2.7 - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

31 土師器 皿 １区 ４面 溝 044 14.6 2.7 - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

32 瓦質土器 ൫ １区 ４面 溝 044 44.3 12.4 26.9 -
/4�0 灰৭

33 ۚଐ製品 銭 ２区 ２面 溝 068 径
2.4 - - 0.14

๛通ๅݩ
ॏさ　2.0H

34 ۚଐ製品 銭 ２区 ２面 溝 069 径
2.25 - - 0.11

։ݩ通ๅ
ॏさ　2.0H

35 磁器 青磁 ２区 ２面 第２面整地層内 10.9 2.1 4.0 -
（釉）Φリーϒ྘৭
（଻）5:7�2 灰ന৭

同安窯

表４　遺物観察表
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ࡌܝ
/P 器種 器形 調査区 面 出土遺構 径ޱ

（ᶲ）
器ߴ

（ᶲ）
ఈ径

（ᶲ）
ް

（ᶲ） ৭調 උߟ

36 焼締陶器 ᙈ ２区 ３面 土坑 074 長
（20.8）

෯
（17.5） - 1.1

（内）7.5:35�1 灰৭׊
（外）/4�0 灰৭

ৗ׈

37 木製品 ൘ࡐ ２区 ３面 土坑 074 長
28.5

෯
（84.9） - 1.9

38 土師器 皿 ２区 ３面 土坑 077 6.9 1.6 - -
2.5:7�2 灰ԫ৭ 皿 /

39 土師器 皿 ２区 ３面 土坑 077 7.4 1.7 - -
10:37�3 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

40 土師器 皿 ２区 ３面 土坑 077 10.8 2.4 - -
7.5:37�3 にͿいᒵ৭ 皿 /

41 土師器 皿 ２区 ３面 土坑 077 11.2 2.8 - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

42 土師器 皿 ２区 ３面 土坑 077 10.9 2.6 - -
10:37�3 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

43 土師器 皿 ２区 ３面 土坑 077 11.0 2.7 - -
2.5:8�1 灰ന৭ 皿 4

44 土師器 皿 ２区 ３面 土坑 077 11.4 2.8 - -
2.5:8�2 灰ന৭ 皿 4

45 瓦質土器 ು ２区 ３面 土坑 077 28.0 （13.2） - -
/7�0 灰ന৭

46 瓦質土器 ು ２区 ３面 土坑 077 - （10.9） - -
/3�0 ҉灰৭

47 須恵器 ᙈ ２区 ３面 土坑 077 28.0 （33.1） - -
/6�0 灰৭〜 /3�0 ҉灰৭

48 漆器 皿 ２区 ３面 土坑 077 9.0 1.2 - -

49 土師器 皿 ２区 ３面 溝 031 11.8 （2.2） - -
7.5:37�3 にͿいᒵ৭ 皿 /

50 土師器 皿 ２区 ３面 柱穴 082 9.8 2.1 - -
10:37�3 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

51 土師器 皿 ２区 ３面 柱穴 083 8.8 （1.3） - -
10:36�3 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

52 土師器 皿 ２区 ３面 第３面整地層内 8.4 1.6 - -
7.5:37�3 にͿいᒵ৭ 皿 /

53 須恵器 ു ２区 ３面 第３面整地層内 28.6 10.7 9.0 -
/6�0 灰৭ 東೻ܥ

54 山茶椀 椀 ２区 ３面 第３面整地層内 - （3.7） 7.2 -
/6�0 灰৭ ඌுܕ

55 瓦 軒丸瓦 ２区 ３面 第３面整地層内 瓦౰径
（16.0） - - 瓦౰ް

（3.8）
/5�0 灰৭ 複ห࿇՚文

56 土師器 皿 ２区 ４面 土坑 104 - （1.9） 6.6 -
/7�0 灰ന৭ ఈ෦ճసࢳ੾ࠟ༗

57 瓦器 椀 ２区 ４面 土坑 108 15.5 5.3 4.8 -
/3�0 ҉灰৭ ೇ༿ܕ

58 土師器 皿 ２区 ４面 土坑 109 10.2 1.7 - -
10:38�2 灰ന৭ 皿 /

59 瓦器 椀 ２区 ４面 土坑 120 15.8 （4.4） - -
/3�0 ҉灰৭〜 /8�0 灰ന৭ ೇ༿ܕ

60 灰釉陶器 椀 ２区 ４面 土坑 130 14.2 （5.5） 8.1 -
（釉）/6�0 灰৭
（଻）/6�0 灰৭

Ԑ౤ܥ

61 瓦器 椀 ２区 ４面 土坑 138 14.6 4.7 6.2 -
/3�0 ҉灰৭ େ࿨ܕ

62 灰釉陶器 椀 ２区 ４面 溝 032 14.6 5.3 6.4 -
（釉）5:7�2 灰ന৭
（଻）5:7�1 灰ന৭

Ԑ౤ܥ

63 灰釉陶器 椀 ２区 ４面 溝 032 - （2.6） 8.0 -
（釉）5:7�3 ઙԫ৭
（଻）/7�0 灰ന৭

Ԑ౤ܥ
内面全ମに漆෇ண

64 土師器 皿 ２区 ４面 柱穴 071 10.1 1.8 - -
10:38�2 灰ന৭ 皿 /

65 土師器 皿 ２区 ４面 柱穴 071 10.0 1.8 - -
7.5:38�3 ઙԫᒵ৭ 皿 /

66 土師器 皿 ２区 ４面 柱穴 071 10.2 1.7 - -
7.5:38�2 灰ന৭ 皿 /

67 土師器 皿 ２区 ４面 柱穴 098 9.5 2.6 - -
10:37�2 にͿいԫᒵ৭ 皿 /

68 磁器 青磁 ２区 ４面 柱穴 133 14.5 5.3 4.6 -
（釉）5:6�3 Φリーϒԫ৭
（଻）2.5:7�1 灰ന৭

ཾઘ窯

69 土師器 皿 ２区 ４面 柱穴 139 14.1 2.5 - -
2.5:8�1 灰ന৭ 皿 /
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ෟষ　安阿弥寺門前の൘ൾについて

を։基ܚճの調査地から東へ໿230̼のҐஔにշࠓ　

と఻͑る浄土फ西山ષྛ寺೿の安阿弥寺がある。ͦの

門前にཱてられている൘ൾについて৮れたい（図38）。

安阿弥寺門前の൘ൾはߴさ1.67̼、෯0.32̼、ްさ0.2̼

のՖቋؠ製で、௖෦は山形で௖෦から0.25̼は全面に

0.05̼ಥ出し、ްさは0.25̼となる。ಥ出した山形には

二条ઢがあり、ͦの下には阿弥陀೗དྷの種ࢠᑓࣈであ

るΩリーΫをӄࠁூりでදし、ͦの下に࿇୆をཅࠁூ

りでද͢。ͦの下にはل年໏΍ڙཆ者名がࠁまれてい

たと͑ߟられるが、ຎ໓がܹしく൑ಡはෆ能である。

安阿弥寺門前の൘ൾの年代について、山形の෦分がಥ

出している൘ൾはݹい෦ྨにଟく（１）、京都෎京田ล市

のָۃ寺൘ൾ（ਖ਼中二年　1325年）、三ॏ県ҏլ市の࣊

ଚ寺൘ൾ（ݩڗݩ年　1321年）౳の例がある。これら

の൘ൾはいͣれも南北朝時代、14ੈࠒلのものであり、

同じ特௃を࣋つ安阿弥寺門前の൘ൾも南北朝時代、14

さ1.67̼の安阿弥寺門前ߴ。られる͑ߟと࡞のࠒلੈ

の൘ൾは南北朝時代〜室町時代初期にଘ在した墓地の

中৺のڙཆౝであった可能性があり、ۙྡにͦれなり

のن໛の墓Ҭがあった可能性が͑ߟられる。安阿弥寺によれ͹、この൘ൾは寺のۙくの઒の跡より

見つかったとのことであり、ある時期に墓地がഇされ、൘ൾは石ڮの代わりとして࢖われた可能性

がある。

ճの調査では、２区の第３面より南北朝時代〜室町時代初期と思われる土坑墓を３基検出しࠓ　

た。また、第４面の平安時代末期〜鎌倉時代の溝032からは、南無阿弥陀佛の「陀」の෦分の文ࣈ

のある「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦が出土している。同༷の瓦は兵庫県小野市にあるॏݯを։基と͢

る浄土寺から出土しており、ॏݯとਂい関わりのあったշܚを։基と͢る安阿弥寺が調査地のۙく

にଘ在͢ることはڵຯਂい。

　安阿弥寺門前の൘ൾは阿弥陀೗དྷの種ࢠをࠁΉ南北朝時代の࡞と͑ߟられ、ࠓճの調査で検出した

土坑墓΍「南無阿弥陀佛」文軒丸瓦と௚઀は݁びつ͚ることはできないが、鎌倉時代〜南北朝時代に

阿弥陀৴ڼのある寺Ӄ΍墓地౳のଘ在をཪ෇͚る可能性のあるࢿྉとしてऔり上͛ることとした。

ம

 （１）　安阿弥寺門前の൘ൾの年代とྨ例に関して、େࡕେ୩େֶのڱ઒ਅҰ教तよりޚ教ࣔをいたͩいた。

図 38　安阿弥寺門前板碑
（執筆者撮影）
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